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令和７年第１回太地町議会定例会会議録 

（第１日） 

○開会期日  令和７年３月１１日午前９時００分 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○会議の場所  太地町議会議場 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（９名） 

   １番 漁 野 尚 登 君      ２番 森 岡 茂 夫 君 

   ３番 海 野 好 詔 君      ５番 久 原 拓 美 君 

   ６番 塩 崎 伸 一 君      ８番 筋 師 光 博 君 

   ９番 花 村   計 君     １０番 水 谷 育 生 君 

  １１番 福 田 忠 由 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員（１名） 

   ７番 三 原 勝 利 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席した事務職員は次のとおり 

   事務局長 漁 野 チエミ 君     書    記 松 本   悟 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長  三 軒 一 高 君  副 町 長  漁 野 洋 伸 君 

会 計 管 理 者  執 行 貴 弘 君  総 務 課 長  由 谷 陽 久 君 

総務課企画員  久 保 亨 一 君  総務課副課長  森 本 直 樹 君 

総 務 課 主 査  和 田 正 希 君  住民福祉課企画員  稲 藪 江 美 君 

住民福祉課主幹  桝 田 将 樹 君  住民福祉課主査  谷 口 武 史 君 

産業建設課長  山 下 真 一 君  産業建設課副課長  井 上 正 哉 君 

くじらの博物館長  稲 森 大 樹 君  くじらの博物館副館長  中 江   環 君 

教 育 長  山 本 真一郎 君  教 育 次 長  脊 古   景 君 

教育委員会副主幹  櫻 井 敬 人 君     

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会期の決定 
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  日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

  日程第 ３ 町長の施政方針並びに提案理由の説明 

  日程第 ４ 議会改革特別委員会中間報告 

  日程第 ５ 発議第 １号 太地町議会の議員の定数を定める条例の一部改正 

  日程第 ６ 発議第 ２号 太地町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 

  日程第 ７ 選挙第 １号 太地町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 

  日程第 ８ 同意案第１号 太地町教育長の任命 

  日程第 ９ 同意案第２号 太地町監査委員の選任 

  日程第１０ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦 

  日程第１１ 議案第 ８号 刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理 

               に関する条例 

  日程第１２ 議案第 ９号 国際鯨類施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 

  日程第１３ 議案第１０号 一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一 

               部改正 

  日程第１４ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条 

               例の一部改正 

  日程第１５ 議案第１２号 職員の給与等に関する条例の一部改正 

  日程第１６ 議案第１３号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

  日程第１７ 議案第１４号 太地町国民健康保険条例の一部改正 

  日程第１８ 議案第１５号 太地町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 

  日程第１９ 議案第１６号 太地町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例 

               の一部改正 

  日程第２０ 議案第１７号 町道路線の廃止 

  日程第２１ 議案第１８号 町道路線の認定 

  日程第２２ 議案第１９号 令和６年度太地町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第２３ 議案第２０号 令和７年度太地町一般会計予算 
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△開  会  午前９時００分 

○議長（福田忠由君） 

  おはようございます。本日、３月１１日、東日本大震災の発生から１４年目を迎えました。

震災の犠牲になられた方々のご冥福を祈り黙祷をささげたいと思います。ご起立願います。

黙祷。 

（黙 祷） 

○議長（福田忠由君） 

  黙祷を終わります。ご着席ください。開会に先立ちまして、議会運営委員会委員長より、

本会議の運営について報告いたします。筋師委員長。 

○８番（筋師光博君） 

  報告します。去る３月７日、午後１時３０分より議会運営委員会を開催し、令和７年第１

回太地町議会定例会運営について審議いたしました。会期は、本日より３月２１日までの１

１日間とし、３月１５日、１６日、２０日を休会とします。日程につきましては、お手元に

配付しているとおりでございます。なお、本日より町長の施政方針並びに提案理由の説明を

受けた後、議案審議を行います。議事日程中、議案第２０号、令和７年度太地町一般会計予

算については、歳入歳出ともに款別に質疑を行い、さらに総括質疑をし、討論、採決をしま

す。議案審議終了後、一般質問を行い、日程終了次第、閉会とします。以上、報告を終わり

ます。 

○議長（福田忠由君） 

  議会運営委員会委員長の報告を終わります。ただいまの出席議員は９名であります。定足

数に達していますので、令和７年第１回太地町議会定例会は成立いたしました。ただいまか

ら、令和７年第１回太地町議会定例会を開会いたします。これから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付しているとおりです。 

                                           

△日程第１ 会期の決定 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１ 会期の決定の件を議題にします。お諮りします。開会前、議会運営委員会委員

長から報告ありましたとおり、本定例会の会期は、本日から３月２１日までの１１日間にし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から３月２１日までの１１日間に決定い

たしました。 
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△日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２７条の

規定によって、１０番、水谷育生君、及び１番、漁野尚登君を指名いたします。 

                                           

△諸般の報告 

○議長（福田忠由君） 

  諸般の報告をいたします。本定例会に説明員として出席要求を行い、出席通知のありまし

た者の職氏名一覧表をお手元に配付しております。本定例会に付議されております議件は、

議会改革特別委員会の中間報告ほか２５件です。次に、閉会中の議会関係の行事や会議等に

ついては、お手元に配付しているとおりです。次に、全国町村議会議長会定期総会において、

町議会議員２７年以上在職として久原拓美君、町議会議員１５年以上在職として、私、福田

が自治功労賞表彰をされましたのでご報告いたします。誠におめでとうございます。 

（拍 手） 

○議長（福田忠由君） 

  次に、各常任委員長より報告事項があれば、順次報告を願います。総務厚生常任委員会委

員長、久原委員長。 

○５番（久原拓美君） 

  本常任委員会では、令和６年１２月１９日、行政視察について、その他について審議いた

しました。また、令和７年２月４日から６日にかけて行政視察を行っております。場所は、

鹿児島県東串良町、防災対策について。また、知覧特攻平和記念館を予定しておりましたが、

大雪のため視察を中止しております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  産業建設常任委員会委員長、塩崎委員長。 

○６番（塩崎伸一君） 

  報告事項は特にありません。 

○議長（福田忠由君） 

  議会運営委員会委員長、筋師委員長。 

○８番（筋師光博君） 

  当委員会では、令和７年１月１５日、午後１時から事件としまして、第１回臨時会運営に

ついて、令和７年度議会運営について、その他、そして、続きまして、令和７年２月３日、

事件として第２回臨時会運営について、その他について開催しております。以上、２回開催
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しております。 

○議長（福田忠由君） 

  議会改革特別委員会委員長、久原委員長。 

○５番（久原拓美君） 

  議会改革特別委員会では、令和７年１月２８日、午後１時よりペーパーレス化について、

また、議員定数の適正化について議論しております。また、令和７年２月３日、午前９時４

０分より、議員定数の適正化について審議しました。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

                                           

△日程第３ 町長の施政方針並びに提案理由の説明 

○議長（福田忠由君） 

  日程第３ 町長の施政方針並びに提案理由の説明を行います。三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  皆さんおはようございます。今日はご苦労さまです。令和７年第１回太地町議会定例会開

催にあたり、議員各位にはお集まりいただき、ありがとうございます。今定例会に提案いた

しました案件は、同意案２件、諮問１件、議案１９件の計２２件であります。令和７年度予

算の概要について説明いたします。一般会計予算については２９億９，６７３万７，０００

円で、前年度と比較し、２，４６１万３，０００円の増となっております。次に、特別会計

の予算につきましては、国民健康保険事業会計４億９，４７９万２，０００円、介護保険事

業会計５億３３３万５，０００円、後期高齢者医療事業会計１億３，２６９万８，０００円、

くじらの博物館事業会計５億１，４８７万１，０００円、水道事業会計、収入８，１９４万

７，０００円、支出９，４７４万５，０００円、公共下水道事業会計、収入４，９８３万４，

０００円、支出６，９０７万２，０００円となっております。続いて、一般会計の各事業に

ついて、総務関係では町制１００周年を記念し、地域活動の功労者への表彰や商品券の配布

を行います。また、駅前整備事業として、住民の皆様の利便性の向上を図るため、バス待合

所を整備します。民生関係では、「健康でありたいと願い、行動するまち」を目指し、引き

続き、健康増進や介護予防事業等を実施し、「健康寿命の延伸」に向けた取組を推進してい

きます。商工関係では、近年の物価高騰に伴う経済対策として、住民の皆さんに５，０００

円分の商品券を配布します。教育関係では、「子どもは町の宝物」という理念の下、引き続

き子供たちの教育環境の整備に努めていきます。各議案の詳細につきましては、各担当者よ

り説明いたしますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  町長の施政方針並びに提案理由の説明を終わります。議案の審議を行います。 

                                           

△日程第４ 議会改革特別委員会中間報告 

○議長（福田忠由君） 

  日程第４ 議会改革特別委員会中間報告を議題とします。議会改革特別委員会から委員会

審査について中間報告をしたいとの申出があります。お諮りします。本件は、申出のとおり

報告を受けることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議会改革特別委員会の中間報告を受けることに決定い

たしました。議会改革特別委員長の発言を許可いたします。５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  議会改革特別委員会の中間報告を行います。本委員会の調査事項について、次のとおり中

間報告いたします。調査事項、ペーパーレス化について、議員定数の適正化についてであり

ます。調査の経過、令和６年第１回定例会において、ペーパーレス化について、また、議員

定数の適正化について調査研究・検討を行うことを目的に、全議員１０人で構成する議会改

革特別委員会が設置されました。その後、次のとおり委員会を開催するとともに、先進地の

視察を実施し、調査研究・検討を行いました。令和６年３月１３日、出席委員１０名、議題、

委員長の互選について、副委員長互選について、その他です。令和６年６月１１日、出席委

員９名、議題は、ペーパーレス化について、議員定数の適正化についてであります。令和６

年８月２７日、出席委員８名、議題は行政視察についてであります。令和６年１０月１６日

から１８日、長野県白馬村議会に視察いたしました。内容は、ペーパーレス化についてであ

ります。令和６年１１月１１日、出席委員９名、議題は、議員定数の適正化についてであり

ます。令和７年１月２８日、出席委員８名、議題は、ペーパーレス化について、議員定数の

適正化についてであります。令和７年２月３日、出席委員９名、議題は議員定数の適正化に

ついてであります。調査の結果、または概要について、ペーパーレス化について、ペーパー

レス化については、引き続き継続調査をしていくことにしました。議員定数の適正化につい

て、議員定数を１名削減し、９名とする案が提案され、反対討論、賛成討論の後、採決を行

い、賛成多数で可決されました。よって、議員定数は１名減の９人とすることを議会改革特

別委員会の結論とし、議員定数１名減の条例改正案を３月議会に上程することに決定いたし

ました。以上、報告を終わります。 

○議長（福田忠由君） 

  報告を終わります。質疑があれば許可いたします。ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。以上で議会改革特別委員会中間報告を終わります。 

                                           

△日程第５ 発議第１号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第５ 発議第１号、太地町議会の議員の定数を定める条例の一部改正を議題とします。

事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  説明をします。議会改革特別委員会の議決を得て、それに基づいて条例改正を求めるもの

であります。よろしくご審議ください。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  この案に反対いたします。議員定数が１削減、２削減ということよりも、まず、その議論

の進め方に私は疑問を持っております。やはり、住民、我々は住民の負託を受けた議員です

ので、住民の説明会、公聴会が必要であったと思います。だから、その進め方について私は

反対いたします。 

○議長（福田忠由君） 

  賛成討論ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  原案に賛成いたします。東牟婁郡の那智勝浦町、串本町、古座川町ですか。那智勝浦町に

おいては１１名、現在１１名、串本町においては１２名、古座川町については９名というこ

とで、その３町を見ても議員定数が１１名、１２名、９名となっております。やっぱり、こ

こで議員定数を１人でも減らさないと、私は太地町の住民感情が許さないと、僕はそう思っ

ております。そして、私自身ボーナスのこれ復活ですね議員のときに、議員定数を１人か２

人減らすことを条件に、このボーナスの復活に賛成するということで、ボーナスの復活につ
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いても賛成しております。よって原案に賛成いたします。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。異議がありますので、本件は挙手によって採決します。発議第１号、

太地町議会の議員の定数を定める条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方

は挙手願います。 

（挙 手 多 数） 

○議長（福田忠由君） 

  挙手多数です。したがって、発議第１号、太地町議会の議員の定数を定める条例の一部改

正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第６ 発議第２号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第６ 発議第２号、太地町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正を議題とし

ます。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。８番、筋師君、 

○８番（筋師光博君） 

  提出理由朗読のとおり、本件規定の整理をする必要が生じたため、一部改正をするもので

ございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、発議第２号、太地町議会の個人情報の保護に関する条例の

一部改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、発議第２号、太地町議会の個人情報の保護に関する条

例の一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第７ 選挙第１号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第７ 選挙第１号、太地町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙を行います。事務

局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。事務局長。 

○事務局長（漁野チエミ君） 

  太地町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について、ご説明申し上げます。地方自治

法第１８２条第８項の規定により、選挙管理委員会委員長から議長宛てに選挙管理委員及び

同補充員の任期が令和７年３月２２日をもって満了する旨の通知がございました。よって、

本議案につきましては、選挙管理委員４名及び同補充員４名を選挙権を有するもので、人格

が高潔で政治及び選挙に関し公正な識見を有する者のうちから議会において選挙するもので

ございます。選挙するときは、投票または指名推選の方法によりますが、投票の場合、地方

自治法の規定により公職選挙法が適用されます。補充員につきましては、その順序を決めて

おく必要があります。委員及び補充員を選挙する場合において、それぞれ２名以上同時に政

党や国の選挙また地方選挙における候補者の推薦や支持する団体に属するものはなれないと

いうことになってございます。なお、委員に欠員が生じたときは、選挙管理委員会は補充員

の中から、議会の決めた順序によって、また投票を行った場合は、得票数により、得票数が

同じのときは、くじによって補欠するということになってございます。任期は、委員、補充

員ともに４年でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。暫時休憩します。 

休憩 午前９時２２分 

 

再開 午前９時２２分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定
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によって、指名推選にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定いたしました。

お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定いたしました。選挙管理委

員には、和田千明君、平石佳久君、向井清博君、水谷弘子君、以上の方を指名します。お諮

りします。ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員の当選人と定めることにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました、和田千明君、平石佳久君、向

井清博君、水谷弘子君、以上の方が選挙管理委員に当選されました。次に、選挙管理委員補

充員には、１番、小出新太郎君、２番、橋本京子君、３番、柚木良美君、４番、三好通弘君、

以上の方を指名します。お諮りします。ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員補充

員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました、１番、小出新太郎君、２番、

橋本京子君、３番、柚木良美君、４番、三好通弘君、以上の方が選挙管理委員補充員に当選

されました。次に、補充員の順序についてお諮りします。補充員の順序は、ただいま議長が

指名しました順序にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、補充員の順序は、ただいま議長が指名した順序に決定

いたしました。 

○議長（福田忠由君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午前９時２５分 
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再開 午前９時２８分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。 

                                           

△日程第８ 同意案第１号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第８ 同意案第１号、太地町教育長の任命について同意を求める件を議題とします。

事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  橋爪健君を適任と認め提案するものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  町長はいつも適任であるということでということなんですけども、橋爪健氏が適任である

という具体的な理由をお願いします。それから、教育委員の任命のときに聞いたんですけど

も、再度、橋爪健氏の経歴をお願いします。それから、橋爪健氏は、今まで他の自治体にお

いて、教育委員会と教育関係に就任したことはないのか、その３点をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  橋爪健さんの経歴なんですけども、昭和５７年３月、東京学芸大学卒業、昭和５８年２月

から昭和５９年３月までは、学習塾の講師として勤務されております。昭和５９年４月から

平成３１年３月まで、和歌山県教職員として勤務されており、その間、教頭や校長を歴任さ

れております。平成２年４月から平成８年３月までの６年間と、平成１６年４月から平成２

３年３月までの７年間、太地中学校で教諭として勤務されております。平成３１年４月から

は、非常勤で那智勝浦町教育委員会指導主事として勤務されております。令和６年１０月か

らは、当町の教育委員を務めていただいております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 
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  以前、橋爪氏は太地中学校でも教諭をやっておりまして、太地町内のことも、当然、太地

町出身ですので理解していると思っております。子供たちのことですとか、いろんなことを

熟知していただいてると思います。今現在、以前は、現在ですか、今も那智勝浦町でも教育

委員会の主事として頑張っていただいております。町内の以前こちらで同意いただきました

教育委員としても今までやっておりますので、そういうことから総合的に考えて今回適任と

認めるものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  教育長を任命するときの法的根拠である地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第４

条、教育長は当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者とありますが、今回、推薦されて

る者は新宮市在住になってますが、これには問題はないんでしょうか。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  その住所要件に必要としないものとされております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  もう一度ちょっと説明してくれますか、理解ができませんでした。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  特に住所要件はございませんので、太地町に住所がなくても大丈夫です。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから同意案第１号、太地町教育長の任命について同意を求める件

を採決します。お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、同意案第１号、太地町教育長の任命について同意を求

める件は、同意することに決定いたしました。暫時休憩します。 

休憩 午前９時３４分 

 

再開 午前９時３５分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。 

                                           

△日程第９ 同意案第２号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第９ 同意案第２号、太地町監査委員の選任について同意を求める件を議題とします。

事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  並川廣氏を適任と認め提案するものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これも、並川廣氏が適任であるという具体的な理由をお願いします。それと、並川廣氏の

経歴、以上２点をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  並川氏の経歴なんですが、昭和４７年３月に名古屋商科大学を卒業され、同年４月に株式

会社紀陽銀行に入行されております。平成１４年に紀陽リース・キャピタル株式会社へ出向

し、平成２９年に同会社を退職されました。また、平成２６年９月より大浦浄苑の監査委員

もしておられます。適任の理由でなんでございますが、長年紀陽銀行に勤められていたので、

経理に詳しいと考えておりますし、大浦浄苑の監査委員もしておられますので、その辺総合

的に考えまして適任と考えております。以上です。 
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○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  今、総務課長から適任ということでいろいろ経歴等を述べていただいたんですけれども、

私は監査委員というのは、やはり町内の住民がされるのが一番適任じゃないかなというよう

に思うんです。前監査委員にも、私一度質問を、学童保育の件で質問をしたときに、学童保

育の保育料が入ってないじゃないかと、その決算大丈夫なのかという、規則でうたわれてる

のにという話をしました。そのときに、数字上合ってることしか分からないというような回

答だったんですけれども、監査委員というのはそうではなくて、いろいろな分野できちんと

監査をすべきだと思うんです。ただ、数字上が合ってるだけでいいということではないと思

うんですよね。だから、工事でもそうです、きちんとやはり予算が消化されて、工期内に終

わってるのかというようなことも監査委員は常々目を見張らしてというんすかね、目配りし

て、いろいろな町のことについての監査を行っていくというのが私監査委員だと思うんで、

できるだけ、反対はしませんけれども、できるだけ今後、やはり町内の人で監査委員をやっ

ていただきたいと、町内の人でも銀行出身者ありますので、そこら辺も今後、検討していた

だきたいというように思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  今、海野議員言われたように、できればというようなことで、町内の方望ましいのは重々

分かってるんですけれども、今回、並川さんはうちの指定金融機関である紀陽銀行でも何年

か勤めていらっしゃいますし、そういったことを考えて、海野さん一番知ってますけれども

監査委員の一番の仕事の例月出納検査とか、あと定期監査、決算審査、そういうことを、ま

ずそれを第一義的に考えさせていただいたということであります。そういうことですので、

今後、肝に銘じておきますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、同意案第２号、太地町監査委員の選任について同意を求め
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る件を採決します。お諮りします。本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、同意案第２号、太地町監査委員の選任について同意を

求める件は、同意することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１０ 諮問第１号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１０ 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の件を議題とします。事務局長に朗

読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  寺西敏次氏を適任と認め提案するものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これも寺西敏次氏が適任であるという具体的な理由をお願いします。それから、寺西氏の

またこれも経歴、それと寺西氏は結構太地町の委員になっているみたいなんですけども、そ

の委員の、太地町で委員になった経歴、どういう委員をしているのか、ちょっと聞きたいと

思います。人権擁護委員の人数と現在誰がなっているのか。以上４点、お願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  これちょっと適任とその経歴のとこ、ちょっと逆転して、先言わせていただきます。まず、

寺西さんの経歴でございますが、昭和４８年３月に和歌山県立古座高等学校卒業後、同４月

に太地町に入庁されまして、くじらの博物館勤務を経て、太地町教育委員会次長、太地町住

民福祉課長などを歴任され、４２年間太地町職員として奉職されました。平成２８年からは、

太地町教育委員を２期８年、平成２９年からは和歌山県青少年育成県民運動推進委員を７期

７年務められました。適任ということで、このような状況も踏まえまして、長年青少年健全

育成に取り組んでこられており、児童や青少年の人権問題にも精通しておられるということ

で提案しております。他の委員ということなんですが、先ほどの２８年からの太地町教育委
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員２期８年ということがございます。現在の人権擁護委員ですが、これ当町では２名という

ことなんですが、もう１名の方は美代取初美さんになっていただいております。美代取さん

につきましては、令和５年７月１日から現在１期目の２年目でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。お諮りします。本件については、適任者と認め答申したいと思います。

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦の件は、適任

者と認め答申することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１１ 議案第８号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１１ 議案第８号、刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。今回の改正は、令和４年に成立した刑法等の一部を改

正する法律において、懲役及び禁錮を廃止し、新たに拘禁刑を創設する改正がなされたこと

に伴い、本町の条例中にある懲役及び禁錮の文言を拘禁刑に改めるとともに、国の整理法に

て規定している経過措置と同様の規定を設けるものです。改め文をご覧ください。本町の条

例中に懲役または禁錮の文言に含まれるものは、第１条から第５条に記載のとおり５本ござ

いましたので、一括して整備条例として改正します。最後に附則として、この条例の施行日

は、法の施行日と同じ令和７年６月１日としています。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １点だけ、懲役と禁錮を拘禁刑に改めるというんですけども、なぜこういうことをするの

かなと僕は思うんですけど、どうして改めるんですか。その１点だけお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  この今回の改正の背景といいますか、理由なんですけども、この場合、一本化される背景

には、実態として懲役と禁錮これに差がなくなっているという事情があったということがあ

げられています。従来の懲役と禁錮なんですけども、刑務作業の義務があるかないか、これ

によって区分されていたということです。懲役の受刑者については、この刑務作業が義務づ

けられる一方で、禁錮の受刑者はこれが任意とされていたようです。ただ、実態としまして、

禁錮の受刑者は、懲役の受刑者に比べて非常に少なくて、また禁錮の受刑者であっても、そ

の大部分が刑務作業を任意で行っていたと、そういうことで、そもそも区分する必要が乏し

くなったというのが一つ背景にあったようです。もう一つは、懲らしめるという考えから、

更生のほうに充てる時間を多くしようという趣旨のようです。犯罪者に対しましては。犯し

た罪に対するペナルティを与えることに加えて、将来の犯罪を抑止するという目的があるよ

うですけども、今回新設された拘禁刑につきましては、受刑者の特性に応じた更生プログラ

ムを従来より柔軟に行うことができるというのが大きな特徴ということで、刑罰の目的とし

て、再犯防止が一層重視されるようになったことが背景にあったようです。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  もう一つ聞きたいんですけど、懲役と禁錮、どっちが罪が重たいんですか。その１点だけ、

それも変わらないんですか。禁錮刑のほうがきついように思うんやけど。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  両方とも、刑事施設に入って罰を受けるというところでは同じものかなと思っております。

ちょっとその辺の程度については、ちょっと詳しく、すいません、存じておりません。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第８号、刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う

関係条例の整理に関する条例を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第８号、刑法等の一部を改正する法律等の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１２ 議案第９号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１２ 議案第９号、国際鯨類施設の設置及び管理に関する条例の一部改正を議題と

します。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。今回の改正は、施設の休館日についての改正で、現在、

土日祝日及び年末年始となっている休館日を年末年始のみとするものです。新旧対照表をご

覧ください。第４条第２項中、次のとおりを１２月２９日から翌年１月３日までに改め、同

項各号を削除します。附則として、この条例は令和７年４月１日より施行します。説明は以

上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  なぜ、これ開館と同時にこういうふうにしなかったのか、その理由だけお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 
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  供用開始から約１年が経過しまして、施設の利用状況等を踏まえまして、より多くの方に

この施設を利用してもらいたい、知ってもらいたいという中で、漁野議員さんからも一般質

問等でご指摘ありましたとおり、住民の皆さんの利便性、利用者の利便性を総合的に考えま

して、土日祝日開館したいということで、今回改正に至ったものであります。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午前９時５２分 

 

再開 午前９時５３分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第９号、国際鯨類施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第９号、国際鯨類施設の設置及び管理に関する条

例の一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１３ 議案第１０号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１３ 議案第１０号、一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一

部改正を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。昨年の人事院勧告により、特定任期付職員業績手当を
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廃止するとともに、勤勉手当を支給する旨の勧告がなされております。今回の改正は、これ

らの人事院勧告に準じた形で所要の整備を行うものです。新旧対照表をご覧ください。第７

条は、これまで第４項に規定していました特定任期付職員業績手当の規定を削除し、それに

伴って生じる項ずれ等の対応を行うものです。第８条は、これまで適用除外としておりまし

た勤勉手当について、特定任期付職員に対しても支給することとされたことから、勤勉手当

に係る部分を、この適用除外規定から削除します。附則として、この条例の施行日は令和７

年４月１日としています。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  １点だけ、特定任期付職員業績手当、特に特定任期付職員とは、以前説明してくれたのか

分かりませんけど、どういう職員なんですか。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  例えば公認会計士さんであったりとか、そういった専門知識を有した方というイメージで

しょうかね。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  そしたら、うちにこれは該当しないですよね。それだけ確認させてください。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  該当者はいません。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  改正後の４項の及び前項というのがあるんですけども、改正前は第３項のということで何

項と書いてるんですけども、これは前項ということで、この文言が前項になった理由ですね。

それと、給与条例の適用除外等というところで、改正前は８条、第１０条、第１４条、第１

４条の３、第１６条、第１６条の２、第１７条、第１８条の２及び第２０条と規定されてる

んですけども、今回８条から第１０条まで、第１４条から第１４条の３まで、第１６条から
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第１７条まで及び１８条の２の規定ということになってるんですけども、これ第８条から第

１０条までということで９条が入ってきたということですか。次も、第１４条の１、２が入

ってくるのかな。これどういう理由で条件、規定が増えてきたのか、その２点だけお願いし

ます。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  １点目の前項の話ですけども、これ法制システム上の決め事なんですけども、直前の条項

を指す場合は前項を用いるということになっています。改正前については、間に第４項があ

りましたので、第３項という表記をしていますけれども、今回の改正によりまして、直前の

項となりましたので前項と改めております。２点目の追加したという話なんですけども、今

回ちょっと改正するにあたりまして、上級法であったり、ほかの自治体の規定等いろいろ調

べる中で、うちの第９条とか第１４条の２に相当する規定につきましても、適用除外とされ

ておりまして、特定任期付職員の制度的にも、そうすべきということが分かりまして、今回

この改正を機に整備を行った次第です。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１０号、一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例の一部改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１０号、一般職の任期付職員の採用及び給与の

特例に関する条例の一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１４ 議案第１１号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１４ 議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
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例の一部改正を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。今回の改正は、本条例の別表に情報公開・個人情報保

護審査会委員と長期総合計画審議会委員の報酬をそれぞれ３，５００円として新たに定める

ものです。これらの委員は従来からは選任しておりましたが、実際に会議にも参加していた

だいております。業務の対価をお支払いするにあたっては、謝礼という形で行ってまいりま

した。ただ、これらの職は、地方公務員法第３条第３項の特別職にあたることが分かりまし

たので、今後は報酬として支払いをしていく必要があります。この場合、条例に定める必要

があることから、今般、これらの職の報酬額を新たに追加するものです。なお、金額につき

ましては、特別職報酬等審議会に諮問を行い、全会一致で承認をいただいていることを申し

添えます。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  先ほどはすいませんでした。その情報公開・個人情報保護審査会委員、それから長期総合

計画審議会委員の委員の委員名をお願いします。それから、委員長も聞いておこうかな。そ

れから、情報公開・個人情報保護審査会委員というのは、開示請求された場合は開催してい

るのか、その２点をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  まず、それぞれの委員会のメンバーでございますけども、情報公開のほうにつきましては、

社会福祉協議会会長の岡本研さん、太地漁業協同組合の貝良文さん、元太地郵便局長の和田

新さん、元役場職員の三好通弘さん、元役場職員の寺西敏次さん、以上５名となっています。

長期総合計画のほうの委員につきましては、その都度、必要が生じたときに、こちら選任す

るようにしております。参考までに前回であれば、各種団体の代表の方であったり、学識経

験のある方を前回は選任をしております。２点目の開示請求があった場合なんですけども、

一応この審議会につきましては、請求があったから開くというわけじゃなくて、請求があっ

てこちらの決定したことに対して不服がある場合、そういった場合に審査会に諮問をすると、

そういった運用をする想定となっています。委員長ですけども、情報公開のほうにつきまし
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ては、三好通弘さんが委員長となっていただいております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  今、委員の名前を聞いたんですけれども、やはりこれも選挙と一緒で、多分職員でもこの

情報公開とか個人情報保護等は非常に難しい、なかなか理解されない部分があるんじゃない

かなというように思います。特に情報公開、どこまで情報を公開していいのかとか、いろい

ろな問題が出てくると思うんですよね。だから、この委員の方にも、やはり勉強していただ

いて、きちっとした形で公平なことができるように申し添えていっていただきたいというよ

うに思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  今、海野議員さんご指摘のように、その辺については今後も研修等を重ねながらやってい

きたいと考えております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１５ 議案第１２号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１５ 議案第１２号、職員の給与等に関する条例の一部改正を議題とします。事務
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局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。令和６年の人事院勧告により、国家公務員の給与等が

改定されることから、これに準じて条例を改定するものです。なお、先の令和７年１月の臨

時議会において、月例給及び期末勤勉手当等の引上げを行いましたが、今回はそれ以外の人

事院勧告の部分に対応するため、国家公務員の制度に準じて改正を行うものです。資料の新

旧対照表１ページをご覧ください。主な内容は５点となります。１点目は、扶養手当に係る

規定の改正です。第１４条として、配偶者に係る手当を廃止し、子に係る手当の額を１万３，

０００円に引き上げます。ただし、経過措置として令和７年度においては、配偶者に係る手

当を３，０００円、子に係る手当は１万１，５００円とします。６ページをお願いします。

２点目は、通勤手当に係る規定の改正です。第３項として、ひと月あたりの交通機関等に係

る通勤手当の額、自動車等に係る通勤手当の額、及び特別急行列車、高速自動車道、国道、

その他の交通機関等に係る通勤手当の額を合計した額の限度額を１５万円とします。７ペー

ジをお願いします。３点目は、管理職員特別勤務手当に係る規定の改正です。支給の対象と

なる平日深夜における勤務時間帯を午後１０時から翌日の午前５時までに改めます。８ペー

ジをお願いします。４点目は、仕事と生活の両立支援の拡充です。第２７条の５として、育

児または介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限について、対象となる職員の範囲

を、小学校就学の始期に達するまでの子に拡大します。９ページをお願いします。次の１０

ページにかけてとなりますが、第３３条の４として、仕事と介護の両立支援制度を利用しや

すい勤務環境を整備するため、介護を申し出た職員に対する個別の周知や意向確認等をする

ことを義務づけます。また、次の第３３条の５として、職員に対する介護両立支援制度等に

係る研修の実施や、相談体制の整備を行うことを義務づけます。１１ページをお願いします。

５点目は、給料表の改定です。優秀な若手中堅職員の早期昇格時や、民間人材等の採用等に

おける給料を改善するため、初号近辺の号給をカットし、給料の最低水準を引き上げます。

例えば３級を例にしますと、現在の５号給が新しい１号給になります。附則としましてこの

条例の施行日は令和７年４月１日としています。なお、改め文末尾にあります切り替え表は、

初号近辺の号給をカットすることで、各級の号給が変更となることから、号給を変更する際

に用いるものであることを申し添えます。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。２番、森岡君。 
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○２番（森岡茂夫君） 

  資料の１ページ中ほどにあります、改正後は重度心身障害者、改正前が身体又は精神に障

害を有する者、これは中身が変わるのか、言語が変わるのか教えてください。それから、資

料の４ページ、下から五、六行目にあります、非常に難しい言葉、権衝上必要があると認め

られるものとありますが、これの意味を教えてください。以上２点です。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  １点目の１ページのお話ですけども、これは言語の改正ということであります。２点目の

権衝上という意味ですけども、意味合いとしましてはほかとのバランスという言い方ができ

ると思います。例えばこの第２号の想定なんですけども、職員が単身赴任して、奥さんがそ

のまま家に残るという場合の想定なんですけども、これと同じように扱うことが必要と認め

られる場合には、その対象とする意味となります。例えば、配偶者ではなくて職員の母親で

あったり、兄弟等が想定されます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  扶養手当の１番の配偶者が削除されてるという理由をお願いします。それと、対照表で、

４ページの今度、この配偶者に婚姻の届出をしていないが、事実上、婚姻関係と同様の事情

にあると認められる者も含む、以下同じというのが付け加えられている理由。それから、こ

れ聞きたい１万６，０００円を超える家賃を払っている者、これ１万６，０００円以上の家

賃払ってる者はどうなんですか。３万円のとこやったら、１万４，０００円を加算してくれ

るということですか。それとも、これ１万６，０００円までやったら自腹で、それ以上だっ

たら差額をもらえるということですか。その３点お願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  １点目、１ページ目の配偶者に係る部分の削除理由ですけども、背景には民間企業におき

ましてもその配偶者の働き方に中立となるように配偶者の手当の見直しというものが進めら

れている状況があるようです。それと近年、官民ともに配偶者に対する手当が縮小傾向にあ

ることがその理由となっております。２点目の４ページの配偶者の後に括弧書きが追加され

た理由ですけども、これも一応今回の人勧の絡みなんですけども、一応これ意味合いとして

は内縁関係にある方も対象としますよというところで、先ほど森岡議員から話がありました
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けど、権衝上というところで、そういった方も対象にするということを明記したものです。

それと手当、住居手当のこの算定の話なんですけども、一応条例のほうにもその規定がござ

います。条例のルールを申し上げますと、家賃について２万７，０００円以下か、それを超

えるかでそれぞれちょっと計算方法が異なっております。２万７，０００円以下の場合であ

れば、漁野議員さんおっしゃるように２万７，０００円から家賃の月額を控除した額が住居

手当として支給されることになってます。２万７，０００円を超える場合は、単純にちょっ

と差額ということではありません。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  配偶者が省かれたというとこで、極端に言うたら、配偶者を扶養に入れやんと働けという

ことですかこれ。その辺ちょっと分からんので、もう一回ちょっと説明してほしいんですけ

ど。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  そういう話というよりも、むしろ配偶者の社会進出というんでしょうか、そういったこと

が最近あるのかなと、そういう背景がある中で、今回の縮小というふうに理解をしておりま

す。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１２号、職員の給与等に関する条例の一部改正を採

決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１２号、職員の給与等に関する条例の一部改正

は、原案のとおり可決されました。暫時休憩します。１０時３５分より再開します。 

休憩 午前１０時１８分 
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再開 午前１０時３５分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。 

                                           

△日程第１６ 議案第１３号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１６ 議案第１３号、職員の育児休業等に関する条例の一部改正を議題とします。

事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。新旧対照表をあわせてご覧ください。今回の改正は、

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、条

項にずれが生じることになるため、これを改めるものです。附則として、この条例の施行日

は令和７年１月１日としています。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  変更のとこの説明を、ちょっと分かりにくいんで説明をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  上級法の話になるんですけども、上級法で右側にありますように、この条項がちょっと改

正されておりまして、左側にあるように６１条の２第２０項ということで、中身は条文のほ

うの条文の中身は同じような内容なんですけども、いろいろ上級法でもいろいろ新規で追加

されたりとか、かなり変わっておりますので、その関係で条項のずれを直すという改正とな

ります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 
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  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１３号、職員の育児休業等に関する条例の一部改正

を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１３号、職員の育児休業等に関する条例の一部

改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１７ 議案第１４号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１７ 議案第１４号、太地町国民健康保険条例の一部改正を議題とします。事務局

長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  太地町国民健康保険条例の一部を改正する条例について説明します。今回の改正は、国民

健康保険法施行令の一部が改正されたことによる条例改正で、主な改正は３点です。１点目、

国民健康保険料の基礎賦課額と後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度額をそれぞれ引き

上げる改正。２点目は、低所得者に対して被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する

所得判定基準を引き上げる改正。３点目は、高額療養費制度及び高額介護合算療養制度にお

いて非自発的な離職をした特例対象被保険者等の属する世帯を対象に、２点目の低所得者の

基準に準じた改正を行うものです。資料の新旧対照表をご覧ください。１ページ、第１８条

の６、基礎賦課額を６５万円から６６万円に、第１８条の６の１２、後期高齢者支援金等賦

課に係る限度額を２４万円から２６万円に引き上げる条文となっております。第２２条には、

低所得者の保険料の減額について、低所得者に対して行う５割軽減、２割軽減の乗ずる額の

引上げに係る部分の記載をしております。２号の５割軽減の基準については、被保険者に乗

ずる額を２９万５，０００円から３０万５，０００円と改正します。次に２ページをご覧く

ださい。３号に２割軽減の基準についての被保険者に乗ずる金額を５４万５，０００円から

５６万円へ引き上げる分をそれぞれ記載しております。以下、３項からの条文ですが、低所

得者に係る保険料軽減判定基準の特例について、２号に準じた所要の改正を記載しておりま
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す。附則としまして、この条例は令和７年４月１日より施行します。また、経過措置として、

この条例による改正後の第１８条の６及び第２２条の規定は、令和７年度以後の年度分の保

険料について適用し、令和６年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によるも

のとします。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  この条例の改正は、賦課限度額の値上げということで、実質値上げになりますね。もう１

点は、その軽減額を引き上げるということで、これはマイナスになると思うんですね。この

改正によって、軽減の部分はいいと思うんですけれども、分かれば答えていただきたいんで

すけれども、その実質的な賦課限度額が上がったことによって、実質的な上がる方が何人お

るか。また、軽減されるのが分かれば、この人数も教えていただきたい。これがまず１点。

それと、この賦課限度額が上がることと軽減による減額。それの差額で、これが収入が上が

るのか、それとも全体的に下がるのかということを教えていただきたい。この２点です。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  １点目の、基礎賦課額に係る賦課限度額は６５万から６６万にあがる、引き上げる対象者

は１世帯１人になります。２点目、３点目の方については、なかなか現在の対象者で、軽減

割合が変わる方というのは、計算は対象者が多いのでできてないんですが、例えば今現在の

５割軽減の方、２割軽減の方の人数を申し上げますと、５割軽減者は８５世帯１６１人、２

割軽減者は６１世帯１０６人、３点目の特例対象者被保険者の属する世帯としましては、２

世帯２人となります。２点目のご質問の差額によってどうなるかというとこなんですが、こ

れは保険基盤安定繰入金のほうから入ってきますので、うちが町民さんの負担が少なくなる

んで、町がというか、分につきましては、基盤安定基金のほうから入ってきますので、特に

影響はありません。 

○議長（福田忠由君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  この基盤安定というのは軽減の方で入ってくるわけですよね、そうなると、１世帯なんで

そんなに収入の差というのはないのかなとは思うんですけれども、そういう考えでいいです

かね。 

○議長（福田忠由君） 
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  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  １点目の、１万円増額になる分については変わりなく、２割軽減、５割軽減で個人からも

らう金額が少なくなった分のうちの割合の部分については、基盤安定から入ってきて、その

分の、結局は金額の４分の３が県から入ってくるので、残りの４分の１は一般会計から入っ

てくるというふうになります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１４号、太地町国民健康保険条例の一部改正を採決

します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１４号、太地町国民健康保険条例の一部改正は、

原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１８ 議案第１５号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１８ 議案第１５号、太地町消防団員等公務災害補償条例の一部改正を議題としま

す。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。消防団員等が公務上の災害を受けた場合、市町村は政

令で定める基準に従い、条例で定めるところにより、その消防団員等またはその者の遺族に

対し、損害補償をしなければならないとされています。今回の改正は、非常勤消防団員等に

係る損害補償の基準を定める政令の一部が改正され、消防団員等に対する損害補償に係る補

償基礎額及び補償基礎額の加算額が改正されたため、政令で定める基準に従い、所要の整備
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を行うものです。新旧対照表の１ページをご覧ください。第５条第２項は、現場に居合わせ

た一般の方が消防作業や救急業務に協力したことにより損害を受けた場合の補償基礎額を定

めた規定となっており、最低額を９，１００円から９，７００円に、最高額を１万４，２０

０円から１万４，５００円に引き上げる改正です。第３項は次の２ページにかけてとなりま

すが、補償基礎額の加算額を定めた規定となっております。第１号の配偶者については２１

７円から１００円に、第２号の２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子

については、３３３円から３８３円とする改正です。なお、第３号から第６号まで、具体的

には２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫や６０歳以上の父母及び祖

父母、２２歳に達する日以後の最初の３月３１までの間にある弟、妹や重度心身障害者につ

いては、２１７円で変更はありません。別表は、消防団員が損害を受けた場合の補償基礎額

を定めた規定となっており、全ての階級において引き上げる改正です。附則として、この条

例の施行日は令和７年４月１日としています。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  この公務災害補償を受けたことがある団員は、今までありますか。その１点だけお願いし

ます。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  過去におります。ちょっといつ何人とかという資料をちょっと持ち合わせてないんですけ

ども、すいません。一応おりますということでお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  僕も担当課長しててちょっと申し訳ないんですけどこういう質問、別表で補償基礎額表と

いうのありますよね。団長及び副団長、分団長及び副分団長、部長、班長及び団員というこ

とで、団長、ここにいらっしゃるんですけどけれども、その団長のほうが高い、災害は皆同

じだと思うんですよね。それで団長が高くて、部長、班長というのは火事を消す現場という

か、先に行ったあると思うんですね。ここら辺でこれ、国の基準なのかどうか分かりません

けれども、金額が差がある、補償額に金額が差があるというのもどうかなというような気が

するんですけれども、そこら辺どうですか。 

○議長（福田忠由君） 
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  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  いろいろ意見あるかと思うんですけど、一応うちとしましては政令の基準に従ってちょっ

と定めておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１５号、太地町消防団員等公務災害補償条例の一部

改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１５号、太地町消防団員等公務災害補償条例の

一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第１９ 議案第１６号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１９ 議案第１６号、太地町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

の一部改正を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  改正内容について説明いたします。今回の改正は、消防団員の処遇改善を図るため、消防

団員等公務災害補償等共済基金等が市町村に支払う消防団員退職報償金の勤務年数区分に新

たに３５年以上の区分を追加するものです。附則として、この条例の施行日は令和７年４月

１日としています。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 
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○１番（漁野尚登君） 

  １点だけ、この退職金というのは、消防演習の出席率とか関係なく、在籍してさえおれば

全額もらえるんですか。その１点だけちょっと聞いておきたいと思います。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  議員ご理解のとおりでございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１６号、太地町非常勤消防団員に係る退職報償金の

支給に関する条例の一部改正を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１６号、太地町非常勤消防団員に係る退職報償

金の支給に関する条例の一部改正は、原案のとおり可決されました。 

                                           

△日程第２０ 議案第１７号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２０ 議案第１７号、町道路線の廃止を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  町道路線の廃止について説明いたします。本議案については、平見地区の南通谷にある路

線番号２２４の南通谷１号線の廃止を行うものであります。廃止箇所については、添付の箇

所図の資料をご覧ください。廃止の理由としては、令和６年度に工事が完了し終点が変更と

なったことによるものであります。このような町道の起点や終点が変更となった場合、単に
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路線の変更の手続によることができず、旧路線を廃止し、新路線の認定の二重の手続を要す

ることとなっております。次の議案第１８号で、本議案に係る新路線の認定について上程し

ております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１７号、町道路線の廃止を採決します。お諮りしま

す。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１７号、町道路線の廃止は、原案のとおり可決

されました。 

                                           

△日程第２１ 議案第１８号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２１ 議案第１８号、町道路線の認定を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  町道路線の認定について説明いたします。平見地区の南通谷にある路線番号２２４の南通

谷１号線の認定を行うものであります。認定箇所については添付の資料にありますとおり、

太地町大字太地南通谷１５０１の１から太地字スバル１５５５となっております。本路線に

ついては南通谷１号線道路改良工事に伴い、路線の終点が変更したことに伴う新路線の認定

をするものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  この終点のとこは、この家はどこの家なのかな。 
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○議長（福田忠由君） 

  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  終点のところは、●●●●さんの手前になります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  この終点の先、私の記憶では相当狭いと思うんですけど、これも町道ですか。 

○議長（福田忠由君） 

  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  ちょっと今路線名、ちょっと今手元資料はないんですけど、町道となっております。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  もし町道だとしたら、幅員は４メートル以上あるんですか。 

○議長（福田忠由君） 

  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  詳細また、道路台帳等を確認するんですけども、記憶では４メートルは取れていないかと

思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  町道に指定するときは、やはり建築基準法に従って、できる限りやっぱり４メートルの幅

員を取る努力をすべきだと思いますし、こういうふうにもしこの矢印のところがどん詰まり

であれば、車の回転を要するというふうに建築基準法になっておりますし、今までも何回か

そういう指摘しておりますので、ぜひ町道に指定するときは本来あるべき姿の幅員を確保し

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（福田忠由君） 

  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 
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  すいません、ちょっと説明のあれなんですけど、今回新規路線として認定させていただい

た路線については、幅員は４メートルから６メートルありまして、先ほど終点側と接するで

すね●●●●さん前、そこの町道については、過年度というか、昔に整備されていた道であ

りまして、ちょっと多分当時、もう路線として整備したときには両側に家が建ってた関係で、

路線が４メートル確保できてない状態で認定されたものと思われますので、よろしくお願い

します。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから、議案第１８号、町道路線の認定を採決します。お諮りしま

す。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１８号、町道路線の認定は、原案のとおり可決

されました。 

                                           

△日程第２２ 議案第１９号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２２ 議案第１９号、令和６年度太地町一般会計補正予算（第６号）を議題としま

す。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  太地町一般会計補正予算（第６号）についてご説明いたします。この補正予算は２，７６

８万６，０００円を追加し、予算総額を３４億６，８５８万３，０００円とするものです。

第１条にその旨規定しております。また、第２条に繰越明許費、第３条に地方債について規

定しております。このたびの補正予算は、繰越明許費の設定、地方債の追加及び変更、トイ

レカーの購入などです。主なものについてご説明いたします。４ページをお願いします。繰
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越明許費の設定です。トイレカー整備事業他４事業、計１億５１３万５，０００円を計上し

ております。９ページをお願いします。真ん中の新しい地方経済・生活環境創生交付金です。

この交付金はトイレカー購入費用の財源です。補助率は２分の１です。次のページをお願い

します。一番上の、和歌山県公立学校給食費無償化事業補助金です。新しく県の補助金が創

設されましたので、このたび計上させていただきました。本町においては、小学校及び中学

校における給食費の無償化事業が対象です。補助率は２分の１です。その下の起債について

です。トイレカーの購入費用の財源として起債を活用します。活用する起債は、一般補助施

設整備等事業債で５０％が交付税措置されます。次のページをお願いします。上からトイレ

カーです。有益な財源がありましたので今回計上させていただきました。先ほど申し上げま

したように、購入費用の半分を国の補助金、もう半分は起債を活用します。その起債も５

０％が交付税措置されますので、トイレカーについて、実質２５％が町の持ち出しとなりま

す。次の社会福祉協議会への助成金です。社会福祉協議会職員の給与については、役場に準

じることとなっておりますので、人事院勧告を受け、役場職員の給与が増えたことにより、

社会福祉協議会の人件費も増額することとなりました。そのため、新たな助成が必要となり

計上するものです。次の社会福祉サービス費等は１２月にも補正させていただきましたが、

今年度この費用の伸びが大きく、改めて計上させていただきました。半分が国の負担、もう

半分を県と町とで負担いたしますので、２５％が町の持ち出しとなります。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １１ページの一番上、トイレカーですね、これ高く評価したいと思います。購入しようと

してるトイレカーのまず容量、それからトイレの数、それからリフトがついてるかどうか、

多目的トイレがあるかどうか、ソーラーパネルがついてるかどうか、それから、これは災害

時以外でも活用しているのかどうか、どこへ保管するのかを教えてください。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  まず、容量はタンクの容量ということですけども、ちょっとまだあくまでこれ想定案なん

ですけども、見積書を取ったところの想定であれば、７６０リットルの給水タンクを想定し

ております。トイレの数ですけども、男性用のほうは、小便器が一つ、洋式便座が２基、女

性用につきましては、洋式便座が２基、それと多目的トイレには洋式便座と、あとオストメ

イト対応、こういった装備が備わったものを想定しております。ちょっとリフトにつきまし

ても、想定する予定です。あとソーラーもちょっと今、ソーラーにつきましては、今まだす



－ 38 － 

 

いません検討中であります。どこへ置くのかということですけども、理想を言えば、津波の

浸水のおそれのない高台で、かつ雨風がしのげるというところで考えるわけなんですけども、

ちょっと今のところその条件に見合うところが旧グリーンピア南紀のエリアセンターという

ところで、今のところはそちらを考えております。災害時以外の使い方としましては、住民

さんにやっている避難訓練の場であったり、あとはイベント等ですね、そういったものに活

用していければどうかなと考えております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ソーラーパネルについては、ちょっとこの予算では厳しいかなと思うんですが、すさみ町

が購入したのがもう少しソーラーパネルフル装備でついてるのがもう少し高いですので、ち

ょっと厳しいのかなと思うんですが、ただ、恐らく、これはトイレカーを持っている自治体

の協議会や何かで共同運営なんかも協定がこれから結ばれると思うんですね。そうすると、

被災地、他府県やなんかにも出かけることがありますので、自分たちのなんていいますかね、

自衛のためにもソーラーパネルが必要になってくると思います。これ、今全国でこの近隣で

も尾鷲市だとかが今検討しておりますが、相当の数、一気にこれ購入されると思いますので、

価格も下がってくる可能性もありますので、ぜひソーラーパネルは装備をしていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  すいません、失礼しました。見積書を頂戴した中に、そういったソーラー、一応想定して

いますので、取り入れる方向で考えていきます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  今トイレカーで質問あって、置く場所がどこなのかという話で、グリーンピア南紀、確か

にお金のかからない保管方法なのかなとは思うんですけれども、果たして本当に大きな津波

が来たときに、あの森浦の湾から橋がどうなっているのかということが僕は懸念するわけで

すよね。だから、本来なら平見のどっかに、やはり金がかかっても車庫を整備してきちっと

置いておくほうが効率的なのかなというように思います。それがまず１点です。それと、先

ほど説明ありました、僕前回にも言わせていただいたんですけれども、１１ページの太地町

社会福祉協議会助成金２０９万９，０００円、これは人勧のための助成だということなんで
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すけれども、確かにお金がなかったら助成せざるを得ないのかなとは思うんですけれども、

前回も言いましたように、社会福祉協議会というのは民間ですよね。だから、そこら辺で町

が毎回毎回ですね、こうやって助成金を出して果たしていいのかなというような気がします。

当然、社会福祉協議会というのは、町にとっては必要な団体なんですけれども、やはり限ら

れた財源の中で、運営していくというのが私本来の役目じゃないかなというように思います。

そこで、金がなければ一時借り入れする。そして、自分たちの企業努力をしていくというの

が本来じゃないかなと、でないと延々とこれ人件費が上がるたびに助成をしていかなあかん

のじゃないかなというように思います。そこら辺、町の考え方として、今後どうしていくの

かということをお聞きしたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  すいません、トイレカーの保管場所なんですけども、私たちもいろいろ検討しまして、海

野議員おっしゃるとおり、やっぱ平見が一番最適だなという考えはありました。ただ、今の

状況ですとちょっとなかなか置く場所というのが難しい、今の中であれば取りあえずグリー

ンピアというのが一番ベストというわけじゃないです、ベターかなという考えでおります。

今後につきましても、やっぱりその辺やっぱり平見地区で、やっぱり倉庫、車庫ですかにつ

いては、いろんな場所を選定しながら、ちょっと検討、財源的なものもありますけどその辺

も検討しながら、考えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  海野議員ご指摘の点なんですけども、前回からそういうふうなご指摘、常にいただいてお

りまして、社会福祉法の第５８条にも、海野議員言われるように１００％出しなさいという

ような明記はもちろんないので、補助金を出せるとか、有利に処遇できるとか、そういうよ

うなことでということなんで、ただ、今回につきましては、この人勧のこの給与につきまし

ては、社会福祉協議会と平成１７年より職員の給料については太地町の条例を準用するとい

う職員の給与規定が両町で取り交わしておりましたので、それに基づいて出したということ

なんですが、海野議員おっしゃるように、そこら辺の負担金とか助成の出し方については、

やはり社会福祉法の第５８条をもう一回精査しながら、また上司と相談して、どのようなこ

とがこれから適切なのか、以前までのことは以前のこととして、これからどういったことが

最善の策なのかということは、上司と十分検討してやっていきたいと考えます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  トイレカーは、いつ来るか災害分かりませんけれども、できるだけ、やっぱり安全な方法

の保管というのが必要かなというように思います。もう１点、今、桝田主幹のほうから答弁

ありました。確かに社協は、本来営利団体ではないですけど、結局自分たちでいろいろなケ

アプランつくったりしながら運営して収益を稼いでいるという部分も確かにあるかなという

ように思います。だから、そこら辺を本当にこの人員がベストなのか、もう１人でも減らせ

るのかというようなことも含めて、一度検討していただきたい。いろいろな事業をやってい

ただいてますんで、本当にやってる事業、町からお願いしてる事業に対しては、私は当然負

担して、町から負担していただいたらいいのかなと思うんですけれども、やはり、社会福祉

協議会もきちんと町に頼るんじゃなくて、自分たちで一度考えて、町の社会福祉とはどうな

のかということも含めて、いろいろ考えていただきたいというように思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  海野議員おっしゃるとおり、こちらからもかなりいろいろな、そういう福祉に対して充実

させるということを町の方針でいろいろ福祉事業及び介護予防事業ですね、特にその辺お願

いしている部分もありますので、そこはやっぱり力を入れていくべきだと、それはもう変わ

りありません、町の姿勢としては。ただ、そこの補助金の出し方につきましては、今おられ

る人員については、当局としては必要な人員を採用しているという思いはありますので、こ

れからは、またそこら辺も精査しながら検討していきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  トイレカーの保管場所につきましては、財源的なこともあるんですけども、平見地区とい

うのが、先ほども答弁させてもらったんですけど、平見地区等で選定してまた検討していき

たいと考えております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  ４ページの繰越明許費、トイレカーと戸籍・附票システム標準化事業、住民税非課税世帯

支援事業、それから清掃センター整備事業、この４点が繰越しになった理由。それと、なぜ

非課税世帯だけ支援するのかということもちょっと聞いておきたいと思います。それから、
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５ページのトイレカーの整備事業のこれ交付金、算入率をちょっとお願いします。１０ペー

ジの臨時財政対策債５０万円、補正額５０万円、これがどこに、入のどこに入っているのか

ですね。トイレカーの保管場所なんですけれども、僕もグリーンピアに関してはちょっと疑

問符がつくという感じなんですけども、清掃センターから山中のトンネルへ行く間に産業廃

棄物みたいな置いたあるとこあるんですけど、あれはどこの土地なんですか。僕あの辺も保

管場所にはええんちゃうかなと思うんですけど、産業廃棄物置いたあるのはどこの持ち物な

んかなと思たあるんですけど。清掃センターからトンネルに行くまでに右側に、廃棄物みた

いなの置いたあるんですけど。僕は太地町のかなと思たあんやけど、違うんですか。以上で

す。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  私のほうから、４ページの住民税非課税世帯支援事業の繰越理由につきましてご説明いた

します。令和７年第１回臨時会で議決いただきました住民税非課税世帯への３万円給付及び

こども加算２万円給付に係る繰越明許費ですが、この給付金につきましては、国の物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金という国庫補助金活用しておりますが、令和７年３月３１

日までに、この対象者になる方に支出をしないと交付金の対象とならないような形となって

ございます。仮に対象者全てから郵送のほうで確認書、あなたはこの非課税に該当しますか

ということで確認書のほうを送っておりまして、その返送の期限が３月末までとなってござ

います。令和７年３月３１日付で給付金の支出負担行為を起案しまして、給付金の支払いを、

出納整理期間の５月までに支払う場合につきましては、この場合、交付対象外となってしま

います。そのため町の負担となるというような状況でございます。本町の場合、対象者への

通知が２月２６日となっておりまして、これまで同様の給付金等を支給してきたことから比

較しましても対象者全てへの給付金の支払いの完了を要する期間としては、最低２か月間以

上期間が必要と考えておりますので、繰越しをするというような形になってございます。以

上です。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  私のほうから、４ページのトイレカーの繰越理由を説明いたします。昨年１２月の話とな

るんですけども、国のほうでかなり有利な交付金制度が創設されております。その内容なん

ですけども、事業費の半分が交付金として措置されると、残りの半分について起債を活用し

た場合に、２分の１が交付税措置されるというもので、町の負担は実質４分の１という、そ
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ういう交付金であります。この交付金活用するためには、ちょっと年度内に予算措置を行う

必要があるというところで、ちょっと繰越しありきとなってしまうんですけども、この有利

な交付金を活用する手はないという考えまして、それが一応正直な理由であります。以上で

す。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  ４ページの繰越明許の２番目の戸籍・附票システム標準化事業の繰越理由でございますが、

戸籍事務の標準化に係るクラウド化に伴う改修費用でして、契約締結、システム改修は始ま

っていますが、令和８年２月の完成予定であり、ベンダーへの経費支払いも令和７年度にな

ります。それに伴い、交付金も令和７年度で適用となるため、令和７年度へ事業を繰り越し

させていただくことになります。一番下の清掃センター整備事業でございますが、旧清掃セ

ンター解体工事及び資源ごみ分別場の整備にあたりまして、令和７年２月３日に臨時議会に

おいて解体工事請負契約に係る議決をいただき、令和７年３月中旬から解体作業が着手とな

り、７年度に繰り越しさせていただくものです。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  私から起債のトイレカー整備事業の起債なんですが、これは交付税措置が５０％措置され

るものです。臨時財政対策債の５０万円がどこに当たっているのかというお話なんですが、

この臨時財政対策債というのが、普通交付税の代用、代わりを担っている起債になりまして、

どこに充てるというその特定財源ではなく、その自由に使えるお金、財源というふうになっ

ておりますので、予算書の表記上も一般財源に紛れてるというような認識です。あとは、山

中の付近のところが町有地じゃないのかということなんですが、確か民地だったと思われま

す。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  なぜ非課税世帯だけへの給付なのかということなんですけども、国の交付金のＱ＆Ａから

の回答になりますけども、今般の給付金の趣旨及び事務の性格は何かという問いに対して回

答が、本給付金は国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策、こちらは令和６

年の１１月２２日閣議決定になりますけども、こちらを踏まえまして、低所得者支援として、

令和６年度における個人住民税均等割非課税世帯に対し、１世帯当たり３万円を目安として
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給付するとともに、当該支給対象者の世帯員である１８歳以下の子供１人当たり２万円を給

付するものとなってございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから議案第１９号、令和６年度太地町一般会計補正予算（第６号）

を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第１９号、令和６年度太地町一般会計補正予算

（第６号）は、原案のとおり可決されました。暫時休憩します。午後１時より再開します。 

休憩 午前１１時２６分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。 

                                           

△日程第２３ 議案第２０号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２３ 議案第２０号、令和７年度太地町一般会計予算を議題とします。事務局長に

朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  本件につきましては、歳入歳出の説明後、質疑に入ります。質疑は、歳入歳出ともに款別

に行い、後、総括質疑を行います。歳入について行います。説明を願います。執行会計管理

者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  令和７年度当初予算の総額は２９億９，６７３万７，０００円で、前年度比２，４６１万

３，０００円の増額、率にして約０．８３％の増です。人件費、物件費が上昇してきている
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中、昨年度と同規模の予算を調製することができました。令和７年度については、町制１０

０周年を迎える記念すべき年度です。そのため、長年地域活動に貢献されてきた個人及び団

体の表彰、町民への商品券の配布などを予定しております。特に商品券の配布については、

鯨で得た利益を全町民にという先人の方々から引き継がれてきた精神の下に、くじらの博物

館からの繰入れを財源として行います。また、本町独自の新規事業として、小学生への交通

系ＩＣカードの配布、修学旅行での特急列車利用助成を行います。子供たちに電車になれ親

しんでもらうことで紀勢本線が活性化し、地域の振興につながればと考えております。なお、

自動運転の運行やじゅんかんバスの無償化、買物・通院支援、出産祝い金、入学祝い金、通

学定期券購入助成、義務教育における私費負担の助成などの既存の事業は引き続き行います。

このように、令和７年度当初予算は、本町独自のカラーが詰まった予算となっております。

それでは、歳入から主なものについてご説明いたします。１５ページをお願いします。町民

税ですが、個人、法人ともに前年度と大きな違いはありません。なお、個人の納税者数は１，

３５７人、法人数は４４社と見込んでおります。次のページをお願いします。固定資産税で

すが、新築家屋分を考慮し、１０３万円の増額です。次のページをお願いします。軽自動車

の種別割ですが、軽自動車の微増を見込み、１５万５，０００円の増額です。その下の町た

ばこ税ですが、喫煙者の減少から４３万２，０００円の減額です。少し飛びまして１９ペー

ジをお願いします。一番下、地方消費税交付金は近年の物価上昇による消費税の増収を見込

み、前年度比１００万円の増額です。次のページをお願いします。上から環境性能割交付金

は近年の状況を踏まえ、５０万円の増額です。次の地方特例交付金ですが、住宅ローン控除

の増加を見込み、４０万円の増額です。下の地方交付税は、過疎債等の交付税算入される償

還金が増えてきていることにより、前年度比５，０００万円の増と見込んでおります。次の

ページをお願いします。民生費分担金は、保育料の減額を見込み、７６万４，０００円の減

額です。少し飛びまして、２５ページをお願いします。民生費国庫負担金は、障害者自立支

援給付費負担金の増額、子どものための教育・保育給付負担金の増額などから、前年度比１，

５４７万１，０００円の増額です。障害者自立支援給付費負担金については、障害福祉サー

ビス費等の国庫負担金ですが、当該サービス費等が令和６年度の状況を踏まえ増額計上され

ていますので、その負担分の増額です。子どものための教育・保育給付負担金は、広域保育

委託料の国庫負担金ですが、当該委託料が令和７年度では、０歳児保育を見込み増額計上さ

れていますので、その分の増額です。なお、中ほどにあります、国民健康保険未就学児均等

割保険料負担金は、昨年度、県負担金として計上しておりましたが、国庫負担金であったた

め、今回こちらで計上させていただきました。また、児童手当の所得制限が撤廃されたこと

により、児童手当交付金特例給付がなくなっております。次のページをお願いします。総務

費国庫補助金については、システムの標準化に対する補助金であるデジタル基盤改革支援補
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助金の増や、道の駅にある電気自動車充電器の更改工事の補助金である次世代自動車充電イ

ンフラ整備促進事業費補助金などにより、前年度比４，８８１万８，０００円の増額です。

なお、１節、総務管理費補助金の社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、中間サー

バープラットフォームシステムの第２次から第３次への移行に係る補助金で、２節、戸籍住

民基本台帳費補助金の社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、戸籍の振り仮名対応

に係る補助金です。民生費国庫補助金の出産・子育て応援交付金は、昨年度、全額県補助と

して計上されておりましたが、国庫補助金分があったため、国庫補助金分を計上させていた

だきました。その下の妊婦のための支援給付事業費交付金、子育て短期支援事業補助金は新

設されたものです。このページから次のページにかけての衛生費国庫補助金ですが、清掃セ

ンターの資源ごみ分別回収場整備に係る補助金である循環型社会形成推進交付金の増により、

前年度比２，５４１万３，０００円の増額です。なお、２６ページから２７ページにかけて

の１か月児健康診査支援事業補助金、産婦健康診査事業補助金、産後ケア事業費補助金は新

設されたものです。２７ページをお願いします。土木費国庫補助金については、前年度は町

道常渡線の舗装工事に係る補助金を計上しておりましたが、令和７年度は、当該工事を行い

ませんので、前年度比２，９５０万円の皆減となっております。消防費国庫補助金について

も、前年度は消防団の活動服の購入に係る補助金を計上しておりましたが、令和７年度はあ

りませんので前年度比８８万円の皆減となっております。一番下の民生費委託金については、

国民年金事務委託金の算定基礎である人件費分や処理件数分が増加したことにより、前年度

比６０万５，０００円の増額です。次のページをお願いします。民生費県負担金は、国庫負

担金と同様に、障害者自立支援給付費負担金の増額、子どものための教育・保育給付負担金

の増額などから、前年度比４１２万１，０００円の増額です。また、国庫と同様に、児童手

当交付金特例給付がなくなっております。次のページをお願いします。総務費県補助金につ

いては、わかやま防災力パワーアップ補助金の減により、前年度比１，５５８万６，０００

円の減額です。前年度は平見地区高台造成計画策定に係る補助金分により高額となっており

ました。民生費県補助金については、子供の居場所づくり推進事業補助金の減や出産・子育

て応援交付金の国庫分を移したことにより、１９６万１，０００円の減額です。なお、子育

て短期支援事業補助金は新設されたものです。一番下から次のページにかけての衛生費県補

助金のがん患者ケア支援事業補助金、産後ケア事業費補助金は新設されたものです。３０ペ

ージをお願いします。農林水産業費県補助金に前年度計上しておりました、農作物鳥獣害防

止総合対策事業費補助金は、狩猟免許の新規取得に係る補助金ですが、令和７年度は新規取

得の予定はないため計上しておりません。次のページをお願いします。総務費委託金につい

ては、令和７年度は国勢調査となっており、前年度比１４１万２，０００円の増額です。民

生費委託金については、前年度、在宅育児支援委託金を計上しておりましたが、県において
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この事業が廃止されたため、皆減しております。次のページをお願いします。財産貸付収入

については、南紀園従業員の住居としての貸し付け物件が増えたことから、１０６万７，０

００円の増額です。次のページをお願いします。一般寄附金については、ふるさと納税の現

状から５００万円の増額で見込んでおります。基金の繰入については、起債の償還額が増加

していることから、減債基金の繰入を前年度比６，３６８万円の増額とし、ふるさと創生事

業基金の繰入を減額することで、基金全体として、前年度比５，８６８万円としました。続

いて、一つ飛んで３６ページをお願いします。雑入についてですが、下から二つ目のコミュ

ニティ助成金９３０万円です。マイクロバス購入の財源として見込んでおります。その下の

インターネット通信費相当額１９万８，０００円ですが、太陽寮の通信状態が著しく悪く、

入居者の生活に支障を来していたため、モバイル通信機器を設置いたしました。その通信費

については利用者に負担していただきますので、その通信費相当額を新たに計上しています。

また、前年度計上しておりました。和歌山県後期高齢者医療広域連合派遣職員給与等交付金

は、前年度をもって派遣期間が終了したため、令和７年度の計上額はありません。次のペー

ジをお願いします。町債についてです。消防救急デジタル無線整備事業に係る費用が高額と

なり、緊急防災・減災事業債は前年度比１億７０万円の増額となりましたが、投資的費用を

抑えたことで、過疎対策事業債は前年度比２億４，６４０万円の減額となり、町債全体とし

て計上額を３億２６０万円に抑えることができました。なお、令和７年度は臨時財政対策債

はありません。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。歳出について行います。議会費について行います。説明を願います。

漁野議会事務局長。 

○事務局長（漁野チエミ君） 

  ３９ページと４０ページの議会費についてご説明させていただきます。令和７年度の議会

費でございますが、６，１２６万円を計上、前年度と比べまして１４７万４，０００円の減

額となっております。１節、報酬につきましては、前年度同額２，５８３万６，０００円を

計上しております。本年度は、太地町議会議員一般選挙を予定しておりますが、報酬の増減

分につきましては補正で対応させていただきます。２節、給料は８３５万４，０００円を計

上し、職員２名分です。３節、職員手当等は１，０２９万２，０００円を計上し、前年度に

比べ２９万９，０００円の増額となっております。主なものは、議員の期末手当と職員の各

種手当を計上しています。４節、共済費は９５５万２，０００円を計上しています。主なも

のは、議員共済費と職員共済組合負担金となっております。８節、旅費は３７０万９，００

０円を計上しております。９節、交際費から１８節、負担金補助及び交付金まで、おおむね

例年のとおりです。説明は以上です。 
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○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。総務費について行います。説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  総務費についてご説明いたします。４１ページをお願いします。一般管理費は１億３，５

７０万円で、前年度比２，４４４万６，０００円の減額です。項目については前年度とほぼ

変更はないのですが、２節、給料、３節、職員手当等及び４節、共済費において、ここで計

上しております職員の人数が１３人から９人に減ることで、前年度より減額となっておりま

す。また、１節、報酬については、１２６万２，０００円の増額で、６年度の人事院勧告に

伴う給与改定により、会計年度任用職員報酬の増によるものです。４３ページの１１節、役

務費の郵便料については、昨年の郵便料金の改定により２７万９，０００円の増額となって

おります。４４ページをお願いします。文書広報費は１，１７８万６，０００円で、内容に

ついては前年度とほぼ変更はないのですが、町例規集をインターネットから閲覧できるよう

にするための費用として、４５ページの１３節、使用料及び賃借料でインターネットサーバ

ー利用料１３万２，０００円を新たに計上しています。引き続き４５ページをお願いします。

３目、財政管理費は８７６万円で、前年度比４２万５，０００円の増額です。これにつきま

しては給与改定による人件費の増によるものです。４目、会計管理費は２，１１５万６，０

００円で、前年度比２３１万２，０００円の減額です。人件費において、こちらで計上して

おります職員の人数が３人から２人に減ることで、前年度より減額となっております。４６

ページをお願いします。財産管理費は４，４２３万２，０００円で、前年度比５７１万円の

減額です。前年度は１４節、工事請負費で本庁舎空調設備更新工事、小東駐車場整備工事を

計上しておりましたので、減額となっております。また、現在使用しているマイクロバスが

購入から２３年が経過しまして、故障が多くなってきましたので、今回、４８ページの１７

節、備品購入費において、コミュニティ助成金を活用してマイクロバスを購入したく、９４

４万８，０００円を計上しております。引き続き４８ページをお願いします。企画費は１，

３１３万８，０００円で、前年度比２，２３２万７，０００円の減額です。前年度は１４節、

工事請負費で駅前周辺整備工事２，７００万円、１６節、公有財産購入費で土地購入費４４

９万２，０００円を計上しておりましたので、減額となっております。７年度新規事業は１

０節、需用費において紀勢本線活性化推進事業として、小学生の希望者に交通系ＩＣカード

を配布する費用１１万円を計上し、４９ページの１２節、委託料において、２０２６年から

始まる第６次長期総合計画及びそれに合わせて第３次総合戦略を策定するための業務委託料

を６００万円計上しております。１４節、工事請負費では駅前周辺整備工事として、太地駅

前にバス待合所を整備するための費用２３０万円を計上し、また、国際鯨類施設にケーブル

テレビを引き込む回線導入工事５５万５，０００円を計上しております。１８節、負担金補
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助及び交付金では、紀勢本線活性化推進事業として、現在小学校の修学旅行は貸し切りバス

で行っておりますが、それを電車利用した場合の差額費用を修学旅行助成金として、１３万

８，０００円計上しております。引き続き４９ページをお願いします。電子計算費は１億５，

０５９万１，０００円で、前年度比９，０８７万５，０００円の増額です。令和８年より開

始する自治体情報システムの標準化・共通化への移行対応するための費用などによる影響で

す。主なものとして、５０ページの１１節、役務費の一番下、ガバメントクラウド接続手数

料４４万円、１２節、委託料の一番下、標準準拠システム移行対応業務委託料４，７９８万

５，０００円、１３節、使用料及び賃借料の４行目、ガバメントクラウド利用料１，３６２

万円、同じく１３節、下から３行目、ＬＧＷＡＮアクセス回線手数料４２万６，０００円、

その下、ＬＧＷＡＮガバメントクラウド接続サービス使用料１２６万８，０００円、１７節、

備品購入費で連帳プリンター９９８万８，０００円を計上しております。また、情報システ

ムのサーバーを更改する費用として、１２節、委託料の下から２行目、情報系システム機器

更改委託料４７１万１，０００円を計上しております。５１ページをお願いします。８目、

交通安全対策費は６４万５，０００円を計上しています。内容については、前年度とほぼ変

更はありません。１０目、防災諸費は３，７２５万６，０００円で、前年度比３，５９３万

８，０００円の減額です。前年度は１２節、委託料で平見台防災集団移転促進事業計画策定

業務委託料３，１０８万円を計上しておりましたので、減額となりました。７年度新規事業

は１０節、需用費で職員が災害対応にあたる際に着用する防災服を購入するための費用とし

て、１３０万円を計上、次に５３ページの１２節、委託料において、下から３行目、洪水ハ

ザードマップを作成するための費用１６０万５，０００円を計上し、１４節、工事請負費で

は、防災備蓄倉庫設置工事２２２万２，０００円、津波避難誘導装置改造工事４９万５，０

００円を計上しています。また引き続き、備蓄品の購入や地震に備えた補助事業、防災士資

格を取得する経費２名分を計上しています。５４ページをお願いします。じゅんかんバス運

行費は５，９７７万４，０００円で、前年度比９７４万円の増額です。増額の主なものは、

１節、報酬、３節、職員手当等で給与改定による会計年度任用職員の人件費の増額及び５５

ページの１２節、委託料でフリー乗降バス運行委託費用の増額になります。また、自動運転

車両において現在所有しております車両１台が運行できない状態でありますので、１台購入

したく、１７節、備品購入費で６００万円計上しております。５５ページをお願いします。

地域創生費は１億５３０万４，０００円で、前年度比２５１万円の増額です。増額の主なも

のは１節、報酬、３節、職員手当等で給与改定による会計年度任用職員の人件費の増額及び

５６ページの１０節、需用費の一番下、ふるさと納税記念品費３００万円を計上しています。

また、新規事業として、５８ページの１３節、使用料及び賃借料において、ふるさと納税に

係るワンストップ特例オンライン申請サービス利用料８万円、１４節、工事請負費で道の駅
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に係る工事として、雑排槽内隔壁修繕工事１４３万２，０００円、電気自動車充電器更改工

事８４８万１，０００円を計上しています。引き続き５８ページをお願いします。都市交流

費は９７７万２，０００円で、前年度比１６４万８，０００円の減額です。前年度は白馬村

との姉妹都市提携４０周年記念交流事業の費用を計上しておりましたので、減額となってお

ります。７年度についても、ブルームに中学生を派遣する費用及びブルームからの受入費用

を計上しております。５９ページをお願いします。１４目、地域安全対策費は１，２３７万

５，０００円で、前年度比１６５万円の増額です。増額の主なものは１０節、需用費の防犯

灯電気料３３７万２，０００円、１３節、使用料及び賃借料の防犯カメラリース料６４５万

４，０００円です。１５目、諸費は１，５６１万円で、前年度比１，５４０万円の増額です。

町制１００周年記念事業として、地域活動に長年貢献されてきた個人などを表彰する費用４

０万円及び町民１人当たり５，０００円の商品券を配布する費用１，５００万円を計上して

おります。６０ページの集会所管理費については住民福祉課よりご説明いたします。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  前年度より８５万９，０００円増額し、３９４万円を計上しております。１０節、施設修

理費には森浦集会所の床修繕費を含め９０万円を計上しております。１２節、集会所管理委

託料は２４万円を増額し、１６８万円を計上、増加の理由としましては、管理人への毎月の

委託料を３万円から３万５，０００円に増額することによるものです。２款、１項は以上で

す。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  ６１ページをお願いします。税務総務費は１，４９３万６，０００円です。人件費の増に

より、前年度比７５万６，０００円の増額で、内容については前年度と変更はありません。

６２ページをお願いします。賦課徴税費は１，１２３万円で、前年度比４０９万７，０００

円の増額です。増額の主なものは、３年に一度の評価替えに向けての費用として、１２節、

委託料の４行目、固定資産税標準宅地鑑定評価委託料（評価替）１８２万１，０００円を計

上、またその下、家屋評価システムの標準化対応費用として１２１万円計上しています。６

４ページの戸籍住民基本台帳費については、住民福祉課よりご説明いたします。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 
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  ６４ページ、３項、１目、戸籍住民基本台帳費は、前年度より５９万６，０００円を減額

し、２，４３４万６，０００円を計上しております。主な予算内容としまして、職員１名分

の人件費と戸籍に記載される振り仮名通知に係る作成委託料や郵便料を計上しております。

１１節、住民基本台帳ネットワーク共同利用更新料は、ハードウェア保守、導入ベンダーと

の調整、機器の調達などを行う必要があり、２６２万９，０００円を計上しております。６

５ページをお願いします。１８節、戸籍附票ネットワーク構築費用負担金につきましては、

機器の更新のため、１０１万７，０００円を計上しております。２款、３項は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  ６６ページをお願いします。選挙費です。令和７年度は、参議院議員通常選挙及び町議会

議員一般選挙の選挙費用を計上しております。この二つの選挙に係る投開票事務費をはじめ、

４項、選挙費総額として９８４万４，０００円を計上しています。６８ページをお願いしま

す。指定統計費は１６６万５，０００円です。令和７年度は、国勢調査の年に当たっており、

前年度より大幅な増額となっております。調査員報酬など調査に係る費用を計上しておりま

す。６９ページをお願いします。監査委員費は８５万７，０００円を計上しております。１

節、報酬において、７年度は町議会議員の改選がありますので、議会選出委員の報酬を１か

月分多く計上しております。２款、総務費の説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。民生費について行います。説明を願います。桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  ３款、民生費について説明をいたします。７０ページをお願いします。３款、１項、１目、

社会福祉総務費ですが、１億６，７６９万７，０００円で、前年度と比較しまして、２，７

０９万３，０００円の減額となっております。主なものとしまして、１節から４節までは人

件費、職員８名、会計年度任用職員１名分の経費となっております。１０節、修理費は、多

目的センター及びグループホーム並びに軽自動車１台分の修理費として１０４万８，０００

円を計上しております。７１ページをお願いします。１１節には軽自動車１台分に係る経費

を計上しております。令和６年度までは、４款、衛生費で乗用車及び軽自動車それぞれ１台

分の必要経費を計上しておりましたが、福祉目的の利用が多くなっておりますので、１台分

を３款に変更しております。１２節、地域ケア事業派遣委託料１，４３７万１，０００円、

前年度比１２３万７，０００円の増となっております。社会福祉士と理学療法士それぞれ１

名の人件費などで昇給分や事務費追加による増額となっております。次の成年後見制度中核

機関業務委託料ですが、２４万円を新規計上しております。これは権利擁護支援に関する啓
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発や相談、支援等を市町村で行うよう国から強く求められていることから、令和７年度より

運営の一部を委託するためのものです。太地町多目的センター指定管理委託料は１，６０６

万円、管理人賃金単価は増額しておりますが、多目的センターの利用料の収入増により、前

年度と比較しまして、３４万２，０００円の減額です。１４節、工事請負費６２万７，００

０円は、あたみハイツの空調機器取り替え工事費用分です。１８節、太地町社会福祉協議会

助成金は４，１５５万３，０００円を計上しております。前年比１８４万９，０００円の増

額となっております。増額の主な理由としましては、人件費やパソコンセキュリティ対策費

の追加に係る費用の増額です。７２ページをお願いします。２目、老人福祉費は前年度より

８８４万４，０００円増額の１億９，１９０万９，０００円を計上しております。１２節、

介護予防事業委託料は５４２万２，０００円で、昨年度より９８万円の増額です。人件費分

と水道光熱費が高騰しているための増額となっております。７３ページをお願いします。４

目、国民年金事務費は４万６，０００円を計上しております。５目、障害者（児）福祉費は

前年度より１，４８４万５，０００円を増額した１億６，５９９万３，０００円を計上して

おります。１２節、委託料です。７４ページをお願いします。上から５行目、標準化・共通

化に係る障害者福祉管理システム移行業務委託料としまして、１０５万３，０００円を新規

計上しております。これは、令和７年度標準化作業に伴うシステム委託費用で全額国庫補助

対象です。委託料の下から４行目、地域生活支援拠点整備事業委託料１９万７，０００円で

すが、この事業は、障害児者の緊急時の対応並びにグループホーム及びアパート生活への場

を移行するための支援体制を整備するための費用です。令和６年度は、扶助費に計上してお

りましたが、委託料に変更しております。次の地域活動支援センター事業委託料は地域交流

及び創作活動の場の提供並びに相談受付、居場所の提供を行うもので、４４万７，０００円

を計上しております。１９節、扶助費です。７５ページをお願いします。障害福祉サービス

費等は前年度より１，３８０万円増額し、１億２，１８０万円を計上しております。報酬改

定があり、加算額が増加したこと、及び利用者数の増加が主な増額の要因となっております。

６目、地域福祉センター梛管理費ですが、前年度より１１５万８，０００円増額した５５６

万１，０００円を計上しております。１０節の施設修理費１００万円は、事務室火災報知器

のバッテリー交換及びフロントの空調機器結露の補修修繕費を見込んでおります。７６ペー

ジをお願いします。１２節、草刈業務委託料１９８万円は、レストラン前の園庭を含めた敷

地全体の草刈り等の作業委託分として計上しております。１４節、工事請負費につきまして

は、オイルタンク漏水工事が必要となりましたので、２０１万３，０００円を計上しており

ます。７７ページをお願いいたします。３款、２項、１目の２節から４節は職員１名分の人

件費であります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  暫時休憩します。 

休憩 午後１時３９分 

 

再開 午後１時３９分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  引き続き７７ページをお願いします。児童福祉総務費のうち、教育委員会の分について説

明させていただきます。１０節、需用費の全てと１２節、委託料、広域保育事業委託料７０

８万円でございます。広域保育事業委託料が３３３万５，０００円の増額となっております。

以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  ３款、２項、２目、児童手当費は５６８万５，０００円を増額し、３，４７１万５，００

０円を計上しています。児童手当法の改正により令和６年１０月分から児童手当受給対象者

及び交付額が拡充されたことが増額の主な要因です。７８ページをお願いします。３目、児

童福祉振興費は８８７万７，０００円を計上しています。７節、出産祝金は１２人分３６０

万円、入学祝金は５２人分２６０万円を計上、１２節、子育て短期支援事業委託料は６万５，

０００円を計上しています。令和６年度までは児童虐待等のケースに限り、町の単独事業と

して、１９節、扶助費で予算計上していました。令和７年度からは対象者の枠が広がり委託

事業として行いますので、１２節で新規計上しています。１８節、妊婦のための支援給付事

業交付金は１２０万円を新規に計上、この事業は国の全額補助対象です。出産・子育て応援

交付金事業の対象者が拡充されるため、事業名を変更し、新規計上しています。その下の拡

充前の出産・子育て応援交付金は、年度をまたぐ方１名分５万円の計上です。１９節、在宅

育児支援給付金事業は、令和６年度までとし、令和７年度は予算を計上していません。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  引き続き７８ページをお願いします。４目、学童保育所運営費ですが、１，８４０万２，

０００円で前年比４２７万９，０００円の増額となっております。主なものとしまして人件

費の増額となっております。８０ページをお願いします。５目、こども園費です。本年度は
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１億８９５万５，０００円で、前年比１，７１６万８，０００円の増額となっております。

１節、報酬が２０６万６，０００円の増額となっております。こども園やこども園薬剤師に

ついては非常勤特別職であることから、７節、報償費から１節、報酬へ科目変更を行ってお

ります。８１ページをお願いします。７節、報償費につきましては、育休等を取得している

職員が２名おりますので、保育士補助員報償費を１００万円計上しております。８２ページ

をお願いします。需用費ですが、１０６万６，０００円増額計上しております。消耗品費や

電気料金などを増額計上しております。１１節、役務費ですが５３万４，０００円減額とな

り、給食調理員や保育士の検便手数料などを減額しております。８３ページの１２節、委託

料は、砂場環境整備事業委託料２６万３，０００円などを計上しております。８４ページを

お願いします。１７節、備品購入費として折り畳みテーブル７万３，０００円を計上してお

ります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  ６目、乳幼児医療対策費は８２４万７，０００円を計上、前年比９４万円の増額です。７

目、ひとり親福祉費は１５５万４，０００円を計上、前年比１３万円の減額です。８５ペー

ジをお願いします。３項、生活保護費は前年度と同額の２万円を計上しています。３款の説

明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。衛生費について行います。説明を願います。稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  ４款、衛生費について説明します。８６ページをお願いします。１項、１目、保健衛生総

務費は５，０２９万１，０００円を計上し、前年度より１，３６５万３，０００円の増額で

す。２節から４節までは職員６名分の人件費を計上しています。１２節、健康管理システム

標準化対応委託料は、新システムへのデータ移行、住基とのデータ連携やシステムの開発等

を委託するもので９０７万５，０００円を計上しています。８７ページをお願いします。２

目、予防費は、前年度から３３万４，０００円を減額した１，４７１万９，０００円の計上

です。１２節、委託料です。Ａ類疾病はそれぞれの予防接種の対象となる人数及び回数分の

委託料を計上しています。８８ページをお願いします。委託料の一番下、帯状疱疹ワクチン

ですが、令和７年度からは６５歳以上の一部の年齢の方が定期接種の対象となります。７５

人分２４３万７，０００円を委託料として新規計上しています。１８節、中ほどの帯状疱疹

ワクチンは、先ほどの委託料の定期接種対象者以外の５０歳以上の方を対象とした接種費用

の助成金として２０万円を計上しています。３目、環境衛生費は７０万５，０００円で３万
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円の増額となっています。８９ページをお願いします。１８節、スズメバチ等駆除費補助金

は１０万円増額し、１５万円、１５件分を計上しています。４目、母子対策費は６５５万２，

０００円の計上で５１万７，０００円の増額です。９０ページをお願いします。１２節、上

から３行目、妊婦歯科検診委託料４万４，０００円は紀南歯科医師会からの要望で、令和７

年度は１２人分の委託料を計上しています。１か月児健康診査支援事業委託料は、生後約１

か月の乳児に係る健康診査費として、７万２，０００円の計上です。この事業は国の補助対

象事業です。新生児聴覚検査費用は、令和６年度までは助成金として支払っていましたが、

令和７年度は広域で委託契約を締結し、新生児聴覚検査委託料として６万円を計上していま

す。１８節の産婦人科医師緊急確保対策事業分担金は３２８万６，０００円で、前年度比８

８万１，０００円の増となっています。令和６年度までは医師３名のうち２名分は、新宮市

を含めた各市町村で分担し、残りの１名分は新宮市が負担していました。令和７年度から医

師３名分を各市町村で分担することになったことが増額の主な要因です。５目、健康推進費

は８２８万７，０００円の計上で２１万円の増額です。９１ページをお願いします。１２節、

動脈硬化予防健診委託料を新規に計上しています。この健診は、動脈硬化度や認知機能の検

査等を含めた総合健診で１３０万円を見込んでいます。９２ページをお願いします。１８節、

がん患者ケア支援事業助成金も新規事業で５万円の計上です。この事業は、がん治療を行っ

た方の主に外見の変化に起因する苦痛を軽減することを目的としています。ウィッグや補正

下着などの購入費を助成するもので、県の補助事業です。４款、１項は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  １ページ飛びまして９４ページをお願いします。４款、２項、１目、清掃総務費です。９

万円減額の１４２万６，０００円とさせていただいております。経常経費のほかに変更点と

しまして、１２節、委託料に冊子作成委託料２７万５，０００円を計上しております。約２

０年前に配布しました家庭ごみ分別の手引きを更新するものです。１８節、紀南環境広域施

設組合負担金８４万２，０００円は、田辺市にある最終処分場の運営負担金です。２目、塵

芥処理費７，３６４万４，０００円減額の２億４９０万８，０００円を計上しております。

現在、清掃センターにつきましては作業員７名により週６日の毎日回収での運用となってい

ます。減額の主な理由として、清掃センター旧建屋整備が２年目に入り、実施設計終了によ

る減額及び施工監理業務及び解体工事費の請負差額による減額によります。９５ページをお

願いします。１０節、施設修理費は前年から５０万円減額の１５０万円を計上しております。

１１節では不燃物引取手数料、前年度比７７万６，０００円、可燃性不適物引取手数料にお

いても７８万５，０００円のそれぞれ減額となっております。実績をもとに算出をしており
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ます。微量ＰＣＢ分析手数料１６万１，０００円は、令和９年度までの分析が法で定められ

たことによる新規計上です。１２節は先ほどの説明のとおり、３，５０４万７，０００円の

減額としています。９６ページをお願いします。１３節は、場内作業用の重機３台分の借上

料を計上しております。トラック借上料につきましては、台風や年末年始の繁忙期に使用す

るために計上です。１４節、電気設備取替工事２９０万１，０００円、清掃センター解体工

事９，８３４万円を計上しております。１８節、環境保全負担金８５万円を計上しており、

前年度比１５万円の減額となっております。また、作業用車両運転講習会費用は令和６年度

採用の新規会計年度任用職員のホイールローダー運転資格の取得に係るものです。３目、１

８節、負担金及び交付金の那智勝浦町・太地町環境衛生施設一部事務組合負担金につきまし

ては、１１８万５，０００円の増額です。浄化槽設置整備事業補助金につきましては、１４

基を見込み、また、補助対象枠を拡大することにより２０７万円を増額計上しております。

４目、公衆便所管理費は例年どおりで、清水墓と地蔵院の公衆便所の管理に係る予算となっ

ております。以上のとおり、８６ページから９７ページの４款、当課担当の衛生費でござい

ます。 

○議長（福田忠由君） 

  山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  引き続き、９７ページの上水道費についてご説明いたします。本年は２，５９７万８，０

００円を計上させていただいておりまして、前年度と比較しますと１，２１４万７，０００

円の減額となっております。この減額は、前年度夏山水源地や町道南通谷１号線などの工事

関係費用に係る負担金を計上していたためでございます。本年の主なものといたしましては

市屋水源地の受変電設備更新工事に係る一般会計負担分や水道事業の企業債元利償還金の一

部を負担するものとなっております。以上でございます。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。労働費について行います。説明を願います。山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  ９８ページをお願いします。５款、労働費について説明させていただきます。本年度の労

働費総額は５万５，０００円です。前年度と同費目同額となっております。７節、報償費は

中学校就業者報償費１名分の１万円、１８節の負担金補助及び交付金には、各協議会への助

成金及び負担金、合計３万５，０００円を計上させていただいております。以上でございま

す。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。農林水産業費について行います。説明を願います。山下産業建設課長。 
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○産業建設課長（山下真一君） 

  ９９ページから、６款、農林水産業費を説明させていただきます。１目、農業委員会費は

５４８万３，０００円計上させていただいております。前年度に比べ５５万１，０００円増

額となっております。これにつきましては、人件費の増額によるものであります。また、前

年度は８節、旅費に農業委員の視察研修を計上しておりましたが、７年度の計上はございま

せん。そのほか、前年度と同様の事業を計上させていただいております。次の２目、農業総

務費は４６万５，０００円で前年度と同様の事業内容となっております。主なものといたし

ましては、次の１００ページにあります、１２節、委託料の農地台帳システム運用保守委託

料があります。同じく１００ページの、 

（３番 海野 好詔君 離席） 

  ３目、農業振興費は、果樹研究会助成金等を計上しています。また、需用費に前年度計上

までとなっておりました燃料費５，０００円を計上させていただいております。次に４目、

畜産振興費は、前年度と同額で県畜産会会費１万５，０００円を計上しております。５目、

地籍調査費は７２万１，０００円を計上しております。前年度と比較いたしまして、９４万

５，０００円の減額です。これにつきましては、１２節、委託料の地籍情報管理活用システ

ム保守委託料のシステム更新による減額と２年に一度の業務であります地籍情報データ異動

修正業務の予算８８万円が前年度計上されていたためであります。１０１ページをお願いし

ます。８目、鳥獣被害防止事業費につきましては２７７万８，０００円を計上させていただ

いております。主なものは、獣害対策に係る費用計上などで７節には、鳥獣有害駆除報償費

１８６万円を計上しております。本年度も狩猟免許手数料として更新する費用を計上させて

いただいておりますが、新規取得に係る予算計上はございません。また、１０２ページの１

８節には、例年実施しております鳥獣害防除網と補助金１０万円を計上しております。続い

て、１０３ページをお願いします。２項、１目の林業振興費は、本年度１３３万円を計上し

ております。事業内容は、前年度と同様です。主な事業は、１２節、松くい虫薬剤散布駆除

委託料２２万円、ベンチ製作委託料７６万５，０００円などがございます。次の２目、ふれ

あいの森管理費につきましては、小学校の上の栗園の管理につきまして、 

（３番 海野 好詔君 着席） 

  ふれあいの森管理委託事業として、各費用を計上させていただいております。委託料につ

きましては、作業単価上昇に伴い増額となっております。１０４ページをお願いします。３

項、１目、水産総務費につきましては、本年度６４６万１，０００円を計上させていただい

ております。前年度と同じ費目の計上でありまして、主に人件費と県漁港漁場協会への負担

金となっております。次の１０４ページから１０５ページにかけての２目、漁業振興費につ

きましては３１２万円計上させていただいております。事業は前年度と同様でありますが、
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１２節の磯根漁場再生事業委託料、ウニ駆除事業補助金は、経費上昇に伴い増額させていた

だいております。引き続きまして、１０５ページの３目、漁港管理費でございますが、本年

度２４６万８，０００円を計上しております。前年度に比べまして２６２万円の減額となっ

ています。この減額は、前年度に太地漁港公衆便所塗装修繕工事と漁港内の樹木伐採費用を

あわせて３００万円を計上していたためです。今年度につきましては、東の浜の公衆便所の

シロアリの駆除をいたしたく、３３万円計上させていただいております。次の４目、捕鯨対

策費につきましては１５０万５，０００円計上しております。前年度に比べ２５０万円の減

額であります。これにつきましては、旅費の減額に加えまして、１０６ページにあります１

８節の負担金補助及び交付金におきまして、前年度、全国鯨フォーラムの助成金２００万円、

また、地域捕鯨を守る太地町連絡協議会助成金４０万円を計上していたためであります。以

上でございます。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。商工費について行います。説明を願います。山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  ７款、商工費について説明させていただきます。１０７ページをお願いします。１目、商

工総務費は１０８ページまでございます。本年度は４，３３６万８，０００円の計上で、前

年度に比べまして、１１０万７，０００円の減額となっております。この減額の主なものは、

人事異動によるものであります。本目の事業につきましては、前年度と同様の事業を計上し

ておりまして、前年度に引き続き商品券配布事業を計画しております。次に１０８ページの

２目、観光費でありますが、５，４５４万４，０００円計上させていただいております。前

年度に比べまして３，６８６万３，０００円減額となっております。この減額は、主に工事

費の減額でありまして、前年度捕鯨船第一京丸改修工事４，８４０万円の計上があったため

です。本目の事業につきましては、園地の公衆便所管理事業、花畑整備事業、海水浴場の鯨

類ふれあい事業、各種負担金事業などを行っておりまして、前年度を踏まえた事業内容とな

っております。新規事業及び主な事業について説明をさせていただきます。ページを飛びま

して１１１ページをお願いします。１２節、委託料の下から三つ目に、植樹事業６２万３，

０００円を計上しております。こちらは国際鯨類施設内に桜の木を植えるための費用であり

ます。その下の植樹及び剪定委託料１７万３，０００円につきましては、漁協スーパー前の

園地の木々の剪定と植樹の費用となっております。次に１２節の一番下と１４節には歓迎塔

修繕事業の費用としてあわせて２９６万円を計上しております。当町には、旧グリーンピア

南紀付近と駅付近の２か所に歓迎塔を設置しておりまして、駅近くのものの修繕をいたした

く計上しております。また、１７節、備品購入費には、園地の清掃のための高圧洗浄機と剪

定のための刈り込み機を計上させていただいております。１１２ページをお願いします。１
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８節の一番下に、前年度は補正予算に計上しておりました、太地町花火大会助成金７００万

円を計上しております。以上でございます。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。土木費について行います。説明を願います。井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  １１３ページから１２０ページまでの８款、土木費について説明いたします。土木費総額

１億４，３８０万９，０００円で、前年度と比較し、２，８４０万５，０００円の減額計上

です。１項、土木管理費においては、３，２５５万７，０００円を計上しており、前年度か

ら２３０万円の増額計上です。これは職員の人件費の増が主な原因であります。１１４ペー

ジをお願いいたします。１１節、役務費において、旧グリーンピア南紀で使用していた小型

バックフォーの配置替えによる重機特定検査手数料を、また、１２節、委託料で本年度導入

させていただきましたコンピュータ支援設計ソフトの保守委託料をそれぞれ新規計上してお

ります。１１５ページをお願いいたします。２項、道路橋りょう費においては、５，２１９

万３，０００円を計上しており、前年度から３，４１０万１，０００円の減額計上です。こ

れは３目、道路改良費の委託料と工事請負費の減が主な要因となっております。１１６ペー

ジをお願いいたします。新規計上として、１８節、負担金補助及び交付金のところで性質を

精査し、総務費から計上替えとなった高速自動車道紀南延長促進協議会負担金、また、和歌

山県高規格道路建設促進委員会負担金を計上しております。また、２目、道路維持費の委託

料において、道路台帳補正業務委託料、３目、道路改良費の工事請負費において、町道向島

線と神ノ浦２号線道路改良工事をそれぞれ新規計上しております。工事箇所については別添

資料のとおりとなっております。１１７ページをお願いいたします。３項、河川費において

は８５万５，０００円を計上しており、前年度から１８万２，０００円の増額計上です。こ

れは、２目、急傾斜保全事業費において、県事業負担金で、清涼庵地区の急傾斜対策事業を

継続事業として継続しているものが要因となっております。１１８ページをお願いいたしま

す。４項、都市計画費においては、５，７２５万９，０００円を計上しており、前年度から

３２１万２，０００円の増額計上となっております。これは、２目、公共下水道事業費と１

１９ページの３目、公園費で新規事業として西地地区町有地整備工事を新規計上しているこ

とによるものです。１２０ページをお願いいたします。５項、住宅費においては９４万５，

０００円を計上しており、前年度から２，０００円の増額計上となっております。以上でご

ざいます。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。消防費について行います。説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 
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  消防費についてご説明いたします。１２１ページをお願いします。常備消防費は１，６８

５万２，０００円です。職員の人件費や物件費の増などにより、前年度比８９万１，０００

円の増額です。内容等については前年度とほぼ変更はありません。この費目では、特殊勤務

手当など、救急業務に係る費用を計上しております。１２２ページをお願いします。非常備

消防費は１億４，９４６万３，０００円で、前年度比１億７９６万７，０００円の増額です。

増額の主なものは、消防救急デジタル無線の再整備に係る費用として、１２３ページの１８

節、負担金補助及び交付金の下から３行目、消防救急デジタル無線協議会負担金１億３，３

３１万２，０００円です。これ以外の内容等については、前年度とほぼ変更はありません。

この費目では団員報酬など消防団活動に係る費用を計上しております。引き続き１２３ペー

ジをお願いします。消防施設費は３７９万２，０００円で、前年度比３，３９４万５，００

０円の減額です。前年度は救急車購入の関係費用を計上しておりましたので、減額となって

おります。これ以外の内容等については前年度とほぼ変更はありません。この費目におきま

しては、救急車や消防車などの維持管理に係る費用を計上しています。９款、消防費の説明

は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。教育費について行います。説明を願います。脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  １２５ページをお願いします。１０款、教育費についてご説明させていただきます。１項、

教育総務費、１目、教育委員会費ですが１０６万２，０００円で５万３，０００円増額とな

っております。２目、事務局費ですが、１２６ページをお願いします。７節、報償費ですが、

４９万１，０００円の減額となっております。これは、小児生活習慣病予防対策事業に係る

報償費となりますが、令和６年度までは交通費分も含めて報償費という形で予算計上してお

りましたが、令和７年度より１２８ページをお願いします。１８節、負担金補助及び交付金

の一番下の旅費相当額助成金に交通費を予算計上しております。戻りまして１２７ページを

お願いします。１３節、使用料及び賃借料ですが、５９万円の増額計上となっております。

ソフトウエア使用許諾料３０万９，０００円と、小・中学校学習用端末リース料２８万１，

０００円を計上しております。１２８ページをお願いします。１７節、備品購入費にマルチ

ラベルプリンター４万４，０００円を計上しております。１８節、負担金補助及び交付金で

すが、１７４万４，０００円の増額となっております。生徒通学費補助金２８５万８，００

０円などを増額計上しております。３目、外国青年招致事業費でございますが、本年度は５

６９万６，０００円で、前年と比較しまして２４２万８，０００円の増額となっております。

１節、報酬が１７８万円増額、８節、旅費の特別旅費が４０万円増額となっております。１

３１ページをお願いします。２項、小学校費、１目、学校管理費ですが、１０節、需用費が
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６１万１，０００円増額となっております。電気料金などを増額計上しております。１３２

ページをお願いします。１１節、役務費ですが、給食調理員や栄養士の検便手数料が４５万

７，０００円減額となっております。１３３ページをお願いします。１２節、委託料ですが、

電子計算機器保守点検委託料２４万円などを計上しております。１３節、使用料及び賃借料

ですが４７万８，０００円の増額となっております。電子計算機器リース料２６３万９，０

００円や、カラープリンター借上料１５万６，０００円、マイクロソフトライセンス料１８

万７，０００円などを計上しております。１３４ページをお願いします。２目、教育振興費

ですが１０節、需用費が５４８万１，０００円の減額となっております。令和６年度におい

て小学校の教科書が改訂されましたので、それに合わせて、教科書教材費を購入しておりま

したが、７年度はそれがありませんので減額となっております。また、教科教材費につきま

しては令和７年度より１３５ページの１８節、負担金補助及び交付金の下から２番目の教科

活動助成金として予算計上しております。１７節、備品購入費につきましては、スキーウェ

アの購入費を計上しております。１３６ページをお願いします。３項、中学校費、１目、学

校管理費ですが、１３７ページをお願いします。水道使用料を８４万円減額しております。

実績に合わせて予算計上しております。１３８ページをお願いします。１２節、委託料です

が、電子計算機器保守点検委託料２１万円、伐採委託料７９万８，０００円計上しておりま

す。伐採委託料につきましては、校舎からグラウンドの遊歩道側から木が伸びてきているこ

とから、予算計上しております。１３節、使用料及び賃借料ですが、電子計算機器リース料

１９０万６，０００円やマイクロソフトライセンス料１４万５，０００円を計上しておりま

す。１７節、備品購入費１０４万９，０００円ですが、家庭調理室用丸椅子や生徒用の机・

椅子などを予算計上しております。１３９ページをお願いします。２目、教育振興費ですが、

１０節、需用費ですが、令和７年度が中学校の教科書の改訂の年度となりますので、教材・

校具費が９４万７，０００円増額となっております。１８節、負担金補助及び交付金ですが、

教科活動助成金１６０万２，０００円、部活動助成金３６万５，０００円、学校行事助成金

５５万円を計上しております。これは、私費負担分を今年度よりこちらに科目変更して予算

計上しております。１４１ページをお願いします。４項、社会教育費、１目、社会教育総務

費ですが、８節、旅費を３６万円増額計上しております。令和７年度におきまして社会教育

主事講習に１名派遣するために増額計上しております。１４２ページをお願いします。２７

節、繰出金ですが８５０万円で、前年度比１９９万４，０００円増額計上しております。１

４３ページをお願いします。２目、公民館費ですが、１０節、需用費、修理費を３１万３，

０００円計上しております。１４４ページをお願いします。１２節、委託料ですが、９５万

９，０００円の増額となっております。現在、公民館で利用できる和歌山フリーＷⅰ－Ｆｉ

のサービス提供が終了するため、新たに導入する費用１６１万６，０００円を計上しており
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ます。１８節、負担金補助及び交付金につきましては、８５万円増額となっており、柱松事

業助成金６５万円や町歴史資料調査員旅費助成金２０万円を計上しております。１４５ペー

ジをお願いします。３目、文化財保護費ですが、１節、報酬ですが町史の編さんが完了しま

したので、町史編纂委員会委員報酬１８万円などを減額しております。４目、青少年健全育

成費ですが、成人式の費用などを計上しております。１４６ページをお願いします。５目、

石垣記念館運営費ですが、２３４万６，０００円の増額となっております。人件費、電気料、

施設修理費を増額計上しております。１４８ページをお願いします。５項、保健体育費、１

目、保健体育総務費ですが１４万８，０００円の減額となっております。ジュニア駅伝の参

加費用ですが、令和６年度までは旅費などの各科目に予算計上しておりましたが、令和７年

度より、１４９ページの１８節、負担金補助及び交付金のジュニア駅伝参加補助金として予

算計上しております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。公債費及び予備費について行います。説明を願います。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  １４９ページをお願いします。公債費です。公債費の元金は５億３１８万８，０００円で、

前年度比１，４９２万４，０００円の増額です。令和３年度に借り入れた過疎対策事業債の

償還が始まることによる増加です。利子は２，９２５万１，０００円で、前年度比４９８万

５，０００円の増額です。過疎対策事業債の借入れの元金が増えたことが要因です。１５０

ページをお願いします。予備費です。予備費は前年度と同額の５００万円を計上しておりま

す。最後に２ページをお願いします。本予算第４条において、地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、各項間において流用できる場合として、各項に計上された給料、職

員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の

各項の間の流用を定めております。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。休憩します。２時３５分より再開します。 

休憩 午後２時１７分 

 

再開 午後２時３５分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。ただいま審議中の議案第２０号、令和７年度太地町一般会計予算について、

町長より答弁の訂正の申出があります。説明を願います。森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  すいません、６７ページをお願いいたします。町議会議員一般選挙費の中で、１節の報酬



－ 62 － 

 

の一番下とその上ですね、開票管理者報酬、これは正しくはすいません、選挙長報酬となり

ます。その下の開票立会人報酬、こちら正しくは選挙立会人報酬となります。申し訳ござい

ません。準備でき次第また、シールのほうを貼らせていただきますので、よろしくお願いし

ます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  お諮りします。ただいまの申出のとおり訂正を許可することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、町長より申出のとおり訂正することに決定いたしまし

た。歳入について質疑を行います。町税について行います。質疑ありませんか。２番、森岡

君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １５ページの固定資産税が僅かに微増を見込んで、前年度よりも微増を見込んでますがこ

れの説明をお願いします。それから、１７ページ、一番上の入湯税、前年度と同額を見込ん

でますが、梛の閉鎖した影響というのは見なくていいんでしょうか。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  まず、固定資産税の増の理由なんですが、固定資産税は３年に１回評価替えをしておりま

して、それまでの間というのは大きく変わることがありません。なので、新規に物件が増え

る分、少しだけ税金が、賦課額が増えていくというような状況が続いておりますので、今回

それを加味して計上させていただきました。続いて、入湯税、梛の分ということなんですが、

梛のほうについては、那智勝浦町の町域になりますので太地町のほうの入湯税には影響はご

ざいません。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これ、町税に入る前に、この地方債は聞けやんのですか。１０ページ。 

○議長（福田忠由君） 

  ほか、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  町税について終わります。地方譲与税について行います。２番、森岡君。 
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○２番（森岡茂夫君） 

  １８ページの森林環境譲与税、前年度よりも増額を約４０％弱見込んでおりますが、今後、

この金額が期待されるのか、あるいはもっと増えるんでしょうか、教えてください。 

○議長（福田忠由君） 

  山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  金額のほうは、若干最近上積みになってます。去年よりちょっと、去年が７５万４，００

０円、今年が８４万３，０００円ということで、これを見ますと人口の分と面積の分が僅か

に伸びているということで、今後もこのような動向が続くのかなというふうに考えています。

以上でございます。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  地方譲与税について終わります。利子割交付金について行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  利子割交付金について終わります。配当割交付金について行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  配当割交付金について終わります。株式等譲渡所得割交付金について行います。質疑あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  株式等譲渡所得割交付金について終わります。法人事業税交付金について行います。質疑

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  法人事業税交付金について終わります。地方消費税交付金について行います。質疑ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  地方消費税交付金について終わります。環境性能割交付金について行います。質疑ありま
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せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  環境性能割交付金について終わります。地方特例交付金について行います。質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  地方特例交付金について終わります。地方交付税について行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これは令和６年度の決定額だけお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  令和６年度の普通交付税の決定額ですが、１４億４，０２６万８，０００円です。以上で

す。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  地方交付税について終わります。分担金及び負担金について行います。質疑ありませんか。

１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  保育料の８０万円の減額について説明をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  現在、希望出ている方を参考に算定したところ、この８０万円減額という金額が出ており

ましたので、それを予算計上しております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ２１ページの老人福祉施設措置費負担金、前年よりも若干増えるんですが、この負担基準

というのは老人福祉法で決まってるんでしょうけど、どんなふうに算定するんでしょうか。 
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○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  老人ホーム入所措置費分担金徴収規則というのがありまして、それに基づいて算定してお

ります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  分担金及び負担金について終わります。使用料及び手数料について行います。１番、漁野

君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １点だけ、２２ページの住宅使用料、令和６年に比べて３１万７，０００円の増というこ

とで、これ値上げしたのかどうかですね。１点だけ。 

○議長（福田忠由君） 

  山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  こちらの増額につきましては、算定するときの単価というのがありまして、近傍の家賃と

いうのが参考になっておりまして、これが上昇しておりまして、単価的にちょっと上がった

格好になっています。以上でございます。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  使用料及び手数料について終わります。国庫支出金について行います。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  ２６ページ、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、これもう少し詳しく、そして歳

出では何に適用するのかということを聞きたいと思います。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者等に対し、地方公共団体が地

域の実情に合わせて必要な支援をきめ細やかに実施できるよう、令和５年１１月に創設され
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た交付金となっております。歳出予算では１０７ページ、１０８ページ、商工総務費の商品

券配布事業に係る財源となるものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  そしたら、今年度行う事業の補助金ということですか。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  令和７年度当初予算で措置する事業となっております。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ２６ページの社会資本整備総合交付金の空家解体撤去事業、この空家解体撤去事業という

のが、私はいつも法的根拠がよく分からないんですが、空家再生等推進事業の補助金を利用

してるんであれば、解体してもいい地域というのが幾つか定められてますが、それを読んで

太地がどれに当たるのかよく分からないんですが、ちょっと説明お願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  空家再生の補助金、今議員おっしゃった交付金を活用しているんですが、太地町で空家計

画を太地町域全域にしておりますので、町内であればどこでも対象となるようになっており

ます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  ２５ページの児童手当交付金ですね。これのそれぞれの人数とそれから合計、子供の合計

をお願いします。それと、子どものための教育・保育給付負担金の１６６万８，０００円の

増額の理由ですね。それから、２６ページのデジタル基盤改革支援補助金５，６６２万７，

０００円ですか。これはどういうことに使うのかですね。それと、社会保障・税番号制度、

これ第２次から第３次に移行するということだったんですけど、これどういうことですか。

それから、この説明前も受けたと思うんですけど、２６ページ下の妊婦のための支援給付事

業というのと、子育て短期支援事業、それから１か月児健康診査支援事業、産婦健康診査事
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業この四つの事業についての説明をお願いします。その次の産後ケア事業、どういうことな

のか、説明をお願いします。それから、２７ページの総務費委託金、中長期在留者住居地届

出等事務委託金のこれ何名分なのかですね。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  私からは２５ページの児童手当の交付金について申し上げます。まず、人数は後から説明

させていただくんですけども、児童手当交付金につきましては、令和６年の１０月１日から

法改正がありまして、所得制限の撤廃であるとか、高校生年代までの支給期間の延長とか、

多子加算で第３子以降が３万円であるとか、支払い月を年３回から偶数月の年６回に変更し

たことによりまして、令和６年度の交付金の取り方とは若干形状が違ってきてます。その中

でも、被用者の社会保険のほうですけども、それの０歳から３歳については、もう全額国庫

で見るよとかいうのがありまして、ほかのとこについては国費、県費いろいろ割分があるん

ですけども、被用者のところ０歳、３歳については、全てもう県費もなく、町負担もなく、

全額国費で見るというとこがあったりしますので、６年度との計上違いがございます。人数

なんですけども、令和７年、これ１か月単位で申し上げますと、順番に申し上げますけどよ

ろしいでしょうか。人数、もう全員で言いましょうか。被用者で言うと、まず、非被用者で

言いますと、一番上の人数が２名です。２段目が４名、３段目３８名、４段目が２名です。

次、被用者に飛びまして、１段目が１８名、２段目が７名、３段目１０８名、４段目が２１

名となっております。合計が２００名ですね。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  私のほうからは、２６ページの総務管理費補助金の４行目にデジタル基盤改革支援補助金

ですが、これにつきましては令和７年度末までに、国が定める仕様にシステム改修を行う、

いわゆるシステム標準化・共通化事業に係る補助金でございまして、歳出におきましては電

算費でありますとか、賦課徴税費、７４ページの障害児福祉費とか、あと８６ページの保健

衛生総務費のほうで標準化対応に係るシステムの改修等に充てております。続きまして、社

会保障・税番号制度システム整備費補助金などでございますが、システム２次から３次の移

行とはどういうものかということなんですけど、これにつきましては標準化に係る補助金で

ございまして、地方公共団体の情報システム改修に係る経費について補助金が出るというこ

とで、これにつきましても歳出におきましては、５０ページの電算費の１８節、中間サーバ

ープラットフォーム利用交付金に充当しておりまして、これにつきましても標準化に係るも
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のという認識でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  ２６ページの妊婦のための支援給付事業費交付金ですが、これは出産・子育て応援交付金

の対象者が拡充され、流産・早産された方も対象とするものです。妊娠届出時と出産届出時

にそれぞれ５万円を支給し、妊婦や子育て家庭に寄り添い、継続的な情報発信を行うことを

通じて必要な支援の充実を図るとともに、経済的な支援を行うものです。これは１０分の１

０国庫補助になります。次の子育て短期支援事業補助金ですが、これは保護者の疾病その他

の理由などによって家庭において子供を養育することが一時的に困難となった場合に、児童

養護施設等において一定期間、養育・保護を行うことにより、子供及び家庭の福祉の向上を

図る事業です。国が３分の１の補助となっております。その下の１か月児健康診査支援事業

補助金ですが、これは生後１か月頃の乳児に係る健康診査費用の助成です。これは７年度か

らの新規事業で、国が２分の１補助があります。一番下の産婦健康診査事業補助金ですが、

これは産後２週間と産後１か月程度の産後間もない時期の産婦に対する健康診査の費用の補

助を行ってます。１回５，０００円で２回分、国が２分の１の補助があります。２７ページ

の一番上の産後ケア事業の補助金ですが、これは退院直後の母子に対して心身のケアや育児

のサポート等きめ細かい支援を実施するためのもので、宿泊型、デイサービス型、アウトリ

ーチ型のサービスを行う予定です。国の補助が２分の１の予定です。その下の２７ページの

中長期在留者の人数ですが、３２人です。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  ２５ページの子どものための教育・保育給付負担金ですが、これ７７ページにあります。

広域保育事業委託料の国庫負担分になるんですけども、現在、町外の保育園に通園している

人数に、まだ申請は来てないんですけども、０歳児のほうで相談がありましたので、その分

を見込んで対象者が増えた形で予算計上しております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  この民生費国庫補助金とか衛生費国庫補助金の子育てとか、妊婦に係る補助金というのは、

こども家庭庁から来とるんですか、違うんですか。それと、中長期在留者住居地届け出とい

うことで、これ２１人も増えとるんですけども、これ令和６年の実績になるのかな、３２人
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というのは。そうだとすると、２１人増えとるんですけども、それの理由をお願いします。

２点だけ。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  母子関係の補助金等については、こども家庭庁のものです。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  私からは中長期の関係ですけども、当町のいろいろな事業所に、いろいろな国から、国名

で言いますとミャンマーであるとか、インドネシアであるとか、かなり入国者が増えて就労

していただいてるというような状況になっております。以上です。計３２名に変わりござい

ません。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  こども家庭庁ができてから、出産数が減ってるというのは聞いたことありますか。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  すみません、分かりません。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  国庫支出金について終わります。県支出金について行います。質疑はありませんか。２番、

森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ２９ページ、社会福祉費補助金の説明で和歌山県難聴児補聴器購入費補助金とあります。

これは何人分なんでしょうか。それから、その下の和歌山県第二子以降に係る保育料助成金、

これも何人分なんでしょうか。それから、戻りまして難聴の補聴器の件なんですが、これ自

治体によっては、高齢者の補聴器に補助金というのが検討されてますが、これは県の支出金

の中にそういう今検討されてるというような情報はないでしょうか。 
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○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  難聴の件ですが、これは１人分です。高齢者等についての検討の分は、特に聞いておりま

せん。 

○議長（福田忠由君） 

  脊古教育委員会次長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  ２９ページの和歌山県第二子以降に係る保育料助成事業についてなんですけど、ちょっと

今資料持ち合わせておりませんので、後で回答させていただきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これも説明してもうたと思うんだけど、わかやま防災力パワーアップ補助金の減額、その

１点だけ。２９ページの一番下のがん患者ケア支援事業というのはどういう事業なのかとい

うこと、２点だけお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  私のほうから２９ページのわかやま防災力パワーアップ補助金の減額理由でございますが、

前年度におきましては、平見地区高台造成計画業務に係る補助金がございました。それがな

くなったというのが理由でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  稲藪住民福祉課企画員。 

○住民福祉課企画員（稲藪江美君） 

  がん患者ケア支援事業補助金についてですが、これはがん患者やがん経験者のがん治療に

伴う心理的、経済的な負担を軽減するとともに社会参加を促進し、療養生活の質の向上を図

ることを目的としております。対象事業としましては、ウィッグであったり、補正下着であ

ったり、人工乳房とかが対象となっております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ２９ページの総務管理費の補助金なんですが、説明の中ほどにあります耐震ベッド・シェ
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ルターに係る分２６万６，０００円、これ１０年前に私仁坂知事に直に直接お願いをして補

助金制度をつくってもらったんですが、実はそのときよりも今耐震ベッド・シェルターが倍

以上値上がりしております。そうするともう住民の負担額が非常に大きくなってるんですが、

これに対して増額の要望というのは出されたことありますか。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  要望したことはありません。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  県支出金について終わります。財産収入について行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  これも説明してくれたように思うんですけど、国際鯨類施設の下のその他１５４万２，０

００円の増の説明をお願いします。令和６年度に比べてですね。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  今、南紀園の従業員の方に対して寄附を受けた空き家のほうをちょっと貸し出しておりま

して、その数が増えてきた関係で増となっております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  国際鯨類研究所１，５００万円、貸付収入なんですけれども、これ以前から議論されてま

して３０年で年間１，５００万円ということを聞いてるんですけれども、３０年やったと思

うんです、間違ってたらまた訂正してください。これのその貸付収入の契約を金額の結んで

るかどうかということを聞きたいと思います。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  契約締結済みであります。 

○議長（福田忠由君） 
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  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  ３０年でいいんですか。 

○議長（福田忠由君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午後３時０６分 

 

再開 午後３時０９分 

○議長（福田忠由君） 

  再開します。由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  支払い回数につきましては、当初３０年ということだったんですけれども、最終的には２

８年５か月の予定になっております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  財産収入について終わります。寄附金について行います。質疑ありませんか。３番、海野

君。 

○３番（海野好詔君） 

  ふるさと納税、５００万円増になっているんですけれども、前年度より、これはどのよう

に分析して増にしたのかですね。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  令和６年度の実績を勘案しまして、１億２，０００万円、前年度５００万円増としており

ます。令和７年２月末現在で、今現在、１億１，６００万円ほど寄附のほうがございます。

また、令和５年度の３月の寄附実績が約４００万円ほどございますので、それを合わすと大

体今年度１億２，０００万円見込めるのではないかということで、同様に令和７年度につき

ましても１．２億円のほうを計上しておるような次第でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（福田忠由君） 

  寄附金について終わります。繰入金について行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  この太地町石垣記念館の積立金の残をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  令和６年度の決算見込みの額になります。４，３１７万９，４４１円です。令和７年度予

算を執行した見込みとしまして、３，８６７万９，４４１円となります。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  減債基金の取崩しが６，３６８万円増えてると思うんですね。これの原因は恐らく過疎債

の償還の元金が増えたのかなとは思うんですけれども、そこら辺どうなのかということと、

これを取り崩した時点の減債基金の幾らあるかということと、また、７年度で、６年度が終

わった時点で減債基金に余裕があれば積み戻すのか、そこら辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  まず、令和６年の当初に１億１，０００ちょっと取崩しの予算を計上させていただきまし

て、確か９月の議会だったと思うんですが、そちらで積み戻しとして６，０００万円積み戻

しますと、約５，０００万円取り崩したような形で今なってる状況なんですが、これが今年

度の状況を見まして、さらに積み戻しができるんであれば行う予定です。なので、その辺で

金額が変わってきますので、一概にちょっと幾らかというのは言いにくいところがあるんで

すが、大体それを加味しましてこの７年度４億円前後になるのかなというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  基金積立が最終的に４億円ぐらいになるということですか。だから、僕は一番やっぱり気

にしてるのは町長もそうなんですけれども、減債基金をきちっとやっぱり積み込んどくほう

が、起債が膨らんだとしても大丈夫じゃないかなというように思うんで、そこら辺をやっぱ

り聞いておきたいなと思います。以上です。 



－ 74 － 

 

○議長（福田忠由君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  今、海野議員言われたような形で我々も考えております。少なくとも、令和６年度、１億

１，０００万ちょっと取り崩しております。それを超える額は何とか６年度において専決処

分予定しておりますけれども、それを上回る形でぜひやりたいなとは考えております。でき

たら７年度においても、取り崩し分は何とか努力、いろいろ、いろんな要因ありますけれど

も、それに向けて頑張りたいなと思っております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  ３４ページのくじらの博物館事業特別会計からの繰入金というのは、これどういうあれで

博物館から持ってきたんですか。これは、どういうあれで博物館から繰入れしたんですか、

これ館長の考えですか。僕、博物館もそんなに、経営的にそんなに、こんなに繰り出しでき

るほど、そんなにええんかなと思うんですけど、その辺ちょっと考え聞かせてほしいと思い

ます。 

○議長（福田忠由君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  当初の説明で執行会計管理者からもありましたように、今年度、令和７年度につきまして

は、太地町が１００周年を迎えるということで、鯨の恵みを全町民にと掲げいろいろ商品券

の配布事業等をされるかと存じます。くじらの博物館につきましても、同じ町立の社会教育

施設として、この掲げたことについて同じ気持ちでおりますので、一般会計に１，５００万

円繰入れさせていただく予定であります。また、余裕があるかといったらあるとは言えない

形ではありますけれども、いろいろと未収金の未払いとかそういった問題も解決しています

ので、計画等見通しがつきましたのでこういうことをさせていただきます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  関連で、今度は繰出金としてこれ１４２ページ、歳出なんですけどちょっと申し訳ないん

ですけど、８５０万円今度博物館のほうへ入れるようになってるんですよ。だから、そこら

辺が１，５００万出して、八百何十万もらう、それはどうなのかなと、歳出で議論してもい

いですし、どっちでもいいですけど。 
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○議長（福田忠由君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  ご指摘ありましたけれども、繰入れ、繰出しそれぞれありますが、全く別の理由として考

えております。繰出していただく、こっちが繰入れるものの８５０万円につきましては、そ

れぞれこちらの特別会計のほうでもご説明しますが、地域おこし協力隊、こちらの雇用があ

りますのと、地方創生臨時交付金、物価高騰関連、そちらで事業したいということで、全く

別の意図として組み込んでおります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  申し訳ありません、先ほどの答弁を訂正させていただきたいんですが、海野議員から減債

基金の額の残りということで、私４億円前後というふうにお答えしたんですが、計算を間違

えておりまして５億円前後の誤りです。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  繰入金について終わります。繰越金について行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  繰越金について終わります。諸収入について行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  諸収入について終わります。町債について行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  町債について質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  町債のところ、失念してました。緊急防災・減災事業債のところなんですが、防災備蓄倉

庫整備事業、これは説明のところで多目的センターのところにつくるようですが、５年前に

寄子路の自主防災から要望しております備蓄庫については、検討していただいているでしょ

うか。 
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○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  寄子路地区の防災備蓄倉庫の要望につきましては、多分、以前確かイエローゾーンである

からなかなか難しいという答弁もあったと思います。それにつきましては、その選定地につ

きましては担当ともいろいろ相談しながら、今いいとこ場所ないかなという感じで今検討し

ております。一応そういったことでよろしくお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  寄子路地区の備蓄庫については、当時の森尾課長からレッドゾーン、イエローゾーン、そ

れから津波の危険地域は外しますと。それで、滝の町の上の空き地で検討をしておりますと

いうふうな答弁をいただいてますので、それについて申し送りがあったのかどうか、お聞き

したいなと。あとその下の消防救急デジタル無線整備事業、これについてもう少し詳しく説

明をお願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  滝の町の件ですけども、一応そのあたり申し送りを受けております。緊急防災・減災事業

の中の消防救急デジタル無線整備事業ですけども、こちら令和６年度から再整備ということ

で２か年事業でやっている事業です。消防費のほうでも計上あるんですけども、内容としま

しては、消防本部の中での無線使ってるわけですけども、それの機材であったり、内々の消

防本部だけじゃなくてほかの消防本部との通信もできる、そういったものになっています。

それの再整備に充てる起債ということです。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  町債について終わります。先ほどの調べごとを用意できましたので、教育委員会、脊古次

長。 

○教育次長（脊古 景君） 

  ２９ページの和歌山県第二子以降に係る保育料助成事業なんですけども、６名分を見込ん

で予算計上しております。以上です。 
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○議長（福田忠由君） 

  歳出について質疑を行います。議会費について行います。３９ページから４０ページです。

質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ４０ページの会議録作成費用７８万６，０００円についてですね。これは、再三私議会事

務局に要望してるんですが、もう少し迅速化を図れないかなと思います。お隣の那智勝浦町

の場合はもう議会が終わって１週間後には粗原稿が届いて、広報委員会が検討しているとい

うふうに聞いております。もう一度新たに迅速化を条件に業者選定の入札を行うべきではな

いかと思いますが、答弁をお願いします。それから、その下のファックスの複写機レンタル

料なんですが、実は私の事務所のファックスが壊れておりまして、それでメールで送ってい

ただくように要望してるんですが、希望が叶わないんですが、その件に関しても答弁お願い

します。 

○議長（福田忠由君） 

  議会事務局長。 

○事務局長（漁野チエミ君） 

  会議録作成費用につきましては、今後努力、早期作成できるよう努力してまいりたいと思

います。ファックス複写機レンタル料につきましては、また議会運営委員会等で相談させて

いただきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  会議録の作成なんですが、私も建築家の団体の広報委員長をやってるときに、この会議録

作成のＯＣＲについて随分検討いたしました。元いた団体に問い合わせしたんですが、私が

現役だった頃よりも今はＡＩを使って非常に的確で早い原稿起こしができるようになったん

だそうです。いわゆる東北弁だろうが、関西弁だろうがＡＩで処理できるというふうに聞い

ておりますので、ぜひ入札要件の中にその辺のスキルも入れていただきたいと思いますがい

かがでしょうか。 

○議長（福田忠由君） 

  議会事務局長。 

○事務局長（漁野チエミ君） 

  検討課題として今後取り組んでまいりたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  議会費について終わります。総務費について行います。４１ページから６９ページです。

１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  総務費、まず、いつも聞いとるように、４２ページの特別旅費、これにもうないと思うん

ですけれども、海外があるかどうかですね。４６ページの役務費の口座振込手数料、これが

８６万６，０００円の増ということで説明をお願いします。それと、４８ページの一番上で

すね、測量設計委託料、これが１２５万円の増ということと、工事請負費、家屋等解体撤去

工事、これ何件分なのかということと、長期総合計画審議会というのがあるんですけども、

これ、次の長期総合計画というのは何年から何年までかというのと、紀勢本線活性化推進事

業というのは、どういう事業なのか再度お願いしたいと思います。このこども交通系ＩＣカ

ード代というので１１万円のことですね、これ。それから、４９ページの委託料の駅前周辺

整備工事設計業務委託料、これが２３万円になったんだけど、これの委託方法というか、そ

の下の電気工作物も、これ委託方法ですね。駅前周辺整備工事というのは２３０万円という

額なんですけど、これどういうものを建てるんですか。２３０万円いうたら、そんなに大し

た工事じゃないんでちょっと説明をお願いします。それと、前後して悪いけど役務費のこの

建物災害共済保険料というのは、国際鯨類施設の保険料ですか。それから５０ページのＬＧ

ＷＡＮ、どのようにこれするんですか。今までＬＧＷＡＮというのはあったんですけども、

これをどういうふうにお金をかけて改修するのか、どういうふうになるのかですね、聞いて

おきたいと思います。それと、連帳プリンターというのはどんなもんなんですか、約１，０

００万円。それと、５３ページのこれもいつも聞いとるんで、太地駅エレベーターに関して

利用状況をお願いします。それから、洪水ハザードマップ作成業務委託料、これも委託方法

をちょっと聞いておきたいんですけども。それから、工事請負費の津波避難誘導装置改造工

事についての説明もお願いします。じゅんかんバス運行費でちょっと、５４ページですね。

会計年度任用職員の給料が、報酬が２０４万９，０００円と期末手当とかそんなん６６万２，

０００円の増になっとるんですけども、１人分にしたら、３０万円、４０万円ぐらい上がっ

てるんですけど、この上昇率というのはどんなんですか、会計年度任用職員、みんなそれ上

がっとると思うんですけど、この上昇率というのはすごいなと思うんですけど、この予算の

中で、その会計年度任用職員のその上昇率、上昇金額ですね、増加金額が分かったら、どの

ぐらいのものか教えてほしいんですけど、分かります。給料を上げるなとは言わないんです

けども、その増加率がすごいなと思って、どこを見ても、すごい上昇してるんで、ちょっと

どのぐらい人件費が上がってるのか、ちょっと教えてほしいんですけど。５５ページの委託
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料の太地駅送迎サービス委託料、これの実績まだ出てないかな、どのぐらいの人が利用した

のかちょっと知っておきたいんですけども。５７ページの下から２番目のふるさと納税事業

委託料、これの６，２４７万円の、これ３７％が太地町に入ってくるんですか。これとまた

関係ないのかな。郵便ポスト、今５基あるんかな。それと、５８ページのこれ説明してくれ

たと思うけどワンストップ特例オンライン申請サービス利用料というのは、利用料じゃなし

にサービス、申請サービスというのはどういうサービスなのかですね。工事請負費の電気自

動車充電器更改工事ですか８４８万１，０００円。それから、５９ページの防犯灯新設工事。

それから、この町制１００周年記念事業というのはいつやるんですか。いつ予定してます。

それから、６４ページの委託料、振り仮名の市町村長記録に係る戸籍情報システム改修委託

料、ここで振り仮名通知書作成業務委託料、これもどっかへ委託するんですか、振り仮名、

これ法律で決まったんですか、振り仮名つけよいうの、何でそんなことしやなあかんのかな

と思うんやけど。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  まず、４８ページ、太地町長期総合計画の計画期間について答弁のほうをいたします。計

画につきましては、令和８年度から令和１７年度の１０年間の基本構想となっておりまして、

前期基本計画が令和８年度から令和１２年度までの計画となってございます。続きまして、

４９ページの紀勢本線活性化推進事業について具体的な説明をということでございますが、

こちらのほうですね、県下２４市町村が紀勢本線活性化協議会という団体をつくっておりま

す。その中で白浜駅以南の新宮白浜間部会というものを下部組織として設置しております。

こちらは、特にその紀勢線の新宮白浜間の利用率が低迷しているということで、各市町村で

すね、利用促進について考えていきましょうということで、令和４年度、ちょっとここはは

っきりしないんですけども、過去にですね、部会のほうを立ち上げまして、各町村でできる

ことを考えていきましょうという中で、事業のほうを実施している中で、太地町については

独自の事業で、まず今現在、子供が太地駅の切符の券売機もなくなりましたので、ＪＲのほ

うは券売機ではなくて、できれば交通系のＩＣカードを皆さん利用してくださいとか、そう

いう方向になってきておりますので、例えば社会科見学の際とかですね、切符を買うことも

今できないような状況になってございますので、子供の頃から電車を使っていただけるよう

な仕組みとして、まずは小学生に子供ＩＣＯＣＡを配布しようということで、１人当たり１，

０００円ですね。今現在、小学校１年生から６年生まで約１１０名ほど在籍しておりますの

で、その人数分を計上している次第でございます。続きまして、企画費の役務費のところで

す。建物災害共済保険料につきましては、こちら国際鯨類施設の分となってございます。次
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に、駅前周辺整備工事２３０万円、どういうものを整備するのかということにつきましては、

こちら、令和６年度に解体した旧酒屋さんの跡地に、バスの待合所を整備するものでござい

ます。続いて、太地駅送迎サービス委託料、こちらが５５ページです。今現在、令和７年２

月末の実績で言いますと、計３件でございます。金額にすると１万１，６１０円でございま

す。次に５７ページの地域創生費、１２の委託料でございます。ふるさと納税委託料６，２

４７万円の委託料に対して、大体何％入ってくるのかということですけども、こちらのじゃ

ばらいず北山さんのほうですね、委託料率というのが５１％になってございますので、もう

本当にざっくりすると、１．２億の約半額６，０００万弱が太地町の収入になるような見込

みでございます。続いて、鯨の郵便ポスト制作委託料ですけども、今現在、５７ページです。

今現在、郵便ポストは町内に６基整備してございます。続いて、地域創生費の１３使用料及

びのところですが、ワンストップ特例オンライン申請サービス利用料ですが、こちらにつき

ましては、株式会社さとふるが提供します、希望される方がワンストップ特例申請をインタ

ーネット上オンラインで行えるサービスであります。寄附者の利便性向上を目的に、このサ

ービスを利用するにあたり月額６，０００円が必要ですので８万円の予算を計上しておりま

す。ワンストップ特例制度とは、ふるさと納税をした後に確定申告をしなくても寄附金控除

が受けられる便利な仕組みのことであり、寄附の際に、寄附金控除に係る申告特例申請書に

必要事項を記入し、寄附した自治体に送付することで手続が完了するものであります。こち

らを、これまで郵送等で対応していたものをインターネット上で対応できるようなことが、

さとふるのサイトでできるようになります。電気自動車充電器更改工事１４の工事請負費で

ございますが、こちらのほうは平成２９年８月に道の駅太地が供用開始されております。そ

ちらに電気自動車用の急速充電器を設置しておりましたが、令和７年８月１０日で設置から

８年が経過いたします。これをもって耐用年数が経過することと、当該機種につきましては、

令和６年３月末に新規の販売、製造を終了したこともありまして、装置寿命を過ぎた装置は

保守のサポート対象外となります。また、当該機種につきましては、通信するような仕組み

になっておりまして、その際にＮＴＴドコモの３Ｇサービスを利用しておりますが、この３

Ｇサービスが令和８年３月３１日に終了予定のため、当該機種の通信ができなくなる。また、

こちらについてはもう機器自体の使用ができなくなりますので、新たな機器に入れ替えを行

うものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  私のほうからは、５０ページの電算費のところのＬＧＷＡＮを今後どのようにしていくの

かという話だったと思うんですけども、これにつきましては、その標準化の関係がございま
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して、今ＬＧＷＡＮのネットワークがあるんですけども、その上にもう一つ今度、標準化で

ガバメントクラウドという国のほうのクラウドがあります。そこへつなぎにいくことが必要

になりまして、そこにつなぐ費用でありますとか、ＬＧＷＡＮの中の各接続している部分も

それに合わせてちょっとバージョンアップというんですかね、ちょっと上げていかなあかん

ような状況になりますので、結局そういった形でＬＧＷＡＮに関係する費用がこのように計

上されております。あと、１７の備品購入費の連帳プリンターなんですけども、これにつき

ましては、これも標準化の関係で必要になってきた、現在も使っているんですけども、もう

一つ標準化の関係でバージョンアップしたプリンターが必要なってきましたので、この連帳

プリンターにつきましては、税の納付書でありますとか、保険料の納付書でありますとかを

印刷するものになります。続きまして、５９ページの１４目、地域安全対策費の１４工事請

負費の防犯灯新設工事なんですけども、これにつきましては一応防犯灯ということで３か所

ぐらい予定、計上しております。場所については、特にここというのは決まってないんです

けども、要望箇所がありましたら、対応したいということで３か所計上しております。その

下の諸費のほうで町制１００周年記念事業をいつするんやということなんですけど、式典等

につきましては特にする予定はございません。これにつきましては、商品券の配布事業につ

きましては、もう一つのほうの商品券５，０００円の分あったと思うんですけど、そちらと

一緒に１万円として配布したいなと考えております。それにつきましても、予定としまして

は５月中旬から下旬ぐらいに配布できたらなと考えております。表彰につきましても、でき

たら５月中にはできたらなとは考えております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  私のほうからは、４２ページをお願いします。８節、旅費、特別旅費ですけども、海外の

予定はありません。続きまして、飛びますけども５３ページをお願いします。５３ページ、

１２節、委託料、下から３行目、洪水ハザードマップの委託方法はというご質問ですけども、

こちら、指名競争入札を想定しております。下に行きまして、１４節の工事請負費、津波避

難誘導装置の改造工事ですけども、暖海の多目的センターに稲むらの火という避難の誘導装

置がございます。こちら今、もしアナウンスを流したい場合には、今現状であれば、手動で

起動させる必要があるんですけども、これを自動起動できるように改造を行うものです。会

計年度任用職員の人件費の上昇率の質問があったと思います。上昇率としましては、大体一

般会計の予算ベースですけども、１人当たりにしますと約４３万円の上昇となっております。

私からは以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  私のほうからは、４６ページ、口座振替手数料の増額理由なんですが、この口座振替手数

料というのが今年度、令和６年度から必要となりまして、令和６年度は１０月からの半年分、

開始になったのが１０月からでして、ですので昨年度は半年分を計上していたのですが、今

年度は１年間分ということで実績見込みで上昇したのが理由になります。続いて、４８ペー

ジ、空き家の測量設計委託料の増額の理由なんですが、４８ページ、昨年度ですね、初めて

やり始めた設計委託、解体するまでの設計をつくっていただいたんですが、その際に大体１

件３０万円で見させていただいてて、１件３０万円だと１階建てしか、大体１階建てぐらい

の値段というふうに言われまして、今回は１件５５万円、全て２階建てを想定して、実際は

取壊しは全て２階建てかどうかまではちょっと決めていませんが、仮に全て２階建てだった

ことを想定して上げた関係での増額になります。続いて、その下の空き家の解体撤去工事、

こちらは５件分を予定しております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  私のほうで答弁漏れございます。４９ページの企画費、１２節、委託料でございます。駅

前周辺整備工事設計業務委託料の委託方法ですが、こちら見積りを徴取しまして業者のほう

を決めたいと考えております。続きまして、電気設備等管理委託料３９万６，０００円の委

託方法ですが、令和６年度に既に電気管理事務所さんと契約済みでありまして、継続して委

託をするものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  山下産業建設課長。 

○産業建設課長（山下真一君） 

  私のほうは、５３ページのエレベーターの利用ということでよろしくお願いします。こち

らにつきましては、４，１２７人利用していただきまして、うち車椅子の方が７人、自転車

の方が４２人ということであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  私からは、６４ページ委託料ですが、戸籍に係る振り仮名のシステム改修委託料と振り仮

名通知書の作成業務委託料、委託先ですが、これはうちのシステムベンダー会社の富士フイ

ルムとなります。これは戸籍法によって定められておるものでございます。以上です。 
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○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ４１ページ、説明の一番上、産業医報酬、これは必要があったときにお呼びするのか、そ

れとも定期的に何かサービスを受けるんでしょうか。それから、４２ページ、報償費の税理

士の謝金など、これどういうケースで何を相談するのか。今までの実績を教えてください。

それから、４３ページ、委託料の一番上、ストレスチェックサービス委託料、これも定期的

に産業医がチェックをしているのか、どういうサービスを受けているのか教えてください。

それから、４４ページの委託料の各戸配布委託料なんですが、これ私の実感なんですが、こ

の配布を外部委託を始めてから近所づき合いが非常に疎遠になったという実感を持っており

ます。だから、心配なんだけどお年寄りのところ、前だったら定期的にチラシを持って様子

が見られたんですが、これはだから場合によっては自分たちでやろうという地区があるんで

はないかと思うんですが、その辺を検討をしたことがあるのか教えてください。それから、

４９ページの説明の一番上のこども交通系のＩＣカード、これは新聞報道を見ると、紀勢本

線の活性化のために太地の取組だというふうに書かれておりますが、私も都会にいたときに

はこのＩＣカードを毎日のように使ってたんですが、太地にＵターンしてからは、漁業スー

パーでしか使っておりませんが、果たしてもっと本線の活性化を目指すんであれば、もっと

別な知恵はなかったのか教えてください。４９ページ、公有財産購入費、この土地購入費の

目的を教えてください。５１ページ、需用費の説明の防災服ですね、災害時の職員用にとい

うことなんですが、これはどういう服、防災という限りは何か防災、マスクがあるとか、何

か特別な服なんでしょうか教えてください。５２ページの説明の中ほどに、多目的簡易ベッ

ド１０台、それから介護用ベッド５台とありますが、どういうものなのか教えてください。

５３ページの委託料、洪水のハザードマップ、これ和歌山県が再検討してるというのは聞い

ておりまして、年々完成が遅れてます。実は、今年度できてるはずだったんですが、それが

できてない。この間も問い合わせしたら、まだ順次頑張ってますということなんですが、そ

れが完成してからの作業になるんでしょうか。６９ページの報酬のところでですね、監査委

員の報酬、２万５，０００円、１２か月、これは毎回どういう作業をしているんでしょうか。

それから所要時間はどれぐらいかかってるのか、今までの実績を教えてください。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  私のほうから、４９ページの紀勢本線の活性化推進事業、こども交通系ＩＣカードの件で

すけども、森岡議員さんからのご質問でほかの知恵はなかったのかというご質問でありまし
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た。こちらにつきましては、先ほど申し上げたような新宮白浜間部会という中で、２０２６

年度末の目標として新宮から白浜間の駅での乗車率を２，０００人にするということで、各

町村がそれに向かって何をやっていこうという中で、太地町の場合は、まず一つとして、こ

ども交通系ＩＣカードの配布をやりますというのが一つであります。そして、ほかのとこに

もありますけども、修学旅行の小学生のところですけども、こちらを電車利用に切り替えよ

うという動きもございますし、太地町においては、町長が３０年構想ということで、元から

鯨の学術研究都市構想の中で、全町公園化ということで、公園の中に住民が住んでいる町、

駅を降りたときに感動を覚えるような風景をつくりたいという中で、後日一般質問もあろう

かと思いますが、こちら整備していく中で、無料駐車場の拡大であったりとか、今回のバス

の待合所の整備であったりとか、こういうものが太地町独自の紀勢線の活性化対策として行

っていることでもあります。他の市町村の様々な事業を合わせて、２０２６年度末にＪＲさ

んのほうから提示されているこの目標を達成するために、各自治体が独自の取組を進めてい

くということで、部会の事業でも教育旅行の運賃の助成など、そういうことも実施しており

ますので、引き続きよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  私のほうからは、４４ページの文書広報費の１２節で各戸配布委託料に関連しまして、以

前のように各地区で配布する方向に検討したことがあるかという話だったと思うんですけど、

特に検討はしておりません。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  私のほうからは、４１ページをお願いします。１節、報酬、産業医の話ですけども、運用

としましては、必要時ではなくて定期的にお越しいただいております。最近であれば、職員

の健康診断結果を見ていただいて、それについて指導等をいただいたりしております。次の

４２ページ、７節、報償費の税理士謝金というところで実績というご質問やったと思います。

こちら町のほうでももちろん監査委員の方に監査をしていただいておるんですけども、それ

に加えて外部の目も入れるというところで、以前よりやっております。税理士の方に来てい

ただいて、決算書の中身を見ていただくと。あと工事を中心に見ていただいておるんですけ

ども、そういったことを従来よりやってきております。４３ページお願いします。１２節、

委託料のストレスチェック、これどういうサービスかというところと、あと産業医の話です

けども、このストレスチェック自体は、法的にも年に１回しなければならないということで
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やってきてるんですけども、ストレスに関する項目のアンケート調査、これを職員のほうに

書いてもらうと、その結果を集計してストレスの度合いを測る、そういうことをやっており

ます。このサービス、ストレスチェック受けた後なんですけども、産業医のほうにこの結果

を見ていただいて、ちょっとストレスの高い職員については、いろいろどういうふうにして

いけばいいかとか、そういう産業医との関わりとしてはそういうところで考えております。

ちょっとこのストレスチェックに関しましては、ちょっとまだ集計結果が出たばかりで、こ

れから産業医のほうにつないでいくということを考えております。すいません、ページ飛び

ます。５１ページをお願いします。下から三つ目、需用費の防災服ですけども、こちら災害

対応にあたるときの作業服を想定しております。よくテレビとかでも災害対策本部の映像と

かご覧になられるときあると思うんですけども、統一した作業着というものを我々持ち合わ

せておりません。これを令和７年度においてつくらせていただきたいと、これを職員に貸与

という形で職員に配布して、そういった場合には、それを着て対応にあたるということを想

定しております。次の５２ページ、多目的簡易ベッドと介護ベッド、これはどういうものか

という質問だったと思います。多目的簡易ベッドにつきましては、これ二、三年ですかね、

前から順次購入させていただいてます。イメージとしては、森岡さんもしあれだったら、去

年でしたかね森浦駅舎の防災複合施設、あそこ避難所として、開設したときにこれ一応設置

したんですけども、リクライニング付のタイプなんですけども、もちろん寝ることも、寝る

のももちろんなんですけども、リクライニングついてますので、日中であれば、それを起こ

してくつろぐとか、あとちょっとしたテーブルにも使えるようなタイプになってますので、

もう本当に寝るだけじゃなくて、１日を考えた、そういう構造になったベッドとなります。

介護ベッドですけども、そういう要配慮者、特に要配慮者の方なんですけども、足が不自由

な人ですね。そういった方というのは、低いベッドというのはなかなか立ち上がりにくいと

いうお声を聞きます。そういった方向けに、いわゆる介護ベッドですね。立ち上がりしやす

いとか、介助するほうもやりやすい、そういったベッドを５台購入したいと考えております。

５３ページの委託料、洪水ハザードマップのご質問ですけども、県のちょっと進捗は詳しく

分かりませんけども、一応こちらとしては水防法の改正がありまして、それで、ハザードマ

ップの作成が義務になったというところで計画をした次第です。ページ飛びます、６９ペー

ジ、監査委員費ですね。こちらはどういうことをしていただいているのかということで、こ

ちら町が選任している監査委員ですね、２名いらっしゃいます。その方に毎月と定期と決算

ということで、主にこの三つのことをやっていただいてます。毎月やってるのは例月監査と

いうことで、収入とかは支出の伝票ですね。こういったあたりを確認していただいて、必要

な財務諸表が備えられてあるかとか、支出が適正かとか、そういった部分を中心に見ていた

だくと、定期の監査では、工事の施工状況だったり、契約状況、決算監査では決算書を見て
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いただいて審査を受けると、そういったことをお願いしております。私のほうからは以上で

す。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  私のほうから、４９ページの土地の購入の目的なんですが、これ追加でお渡ししました資

料もご参考にしていただければと思うんですが、小学校から平見に上がる坂の道路沿いの土

地になります。平見１号線の整備のために購入するものであります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  まず、４３ページ、先ほどストレスチェックの質問もありましたけれども、前年比より７

万５，０００円減になっているんですけれども、これはストレスチェック対象人数が減った

のか、内容が変更されたのか、そこら辺聞きたいと思います。そして４９ページ、まず、こ

ども交通系ＩＣカードなんですけれども、これはＳｕｉｃａのようにポンと叩いたらこれが

開くようになるのかですね。そしてＩＣカードだけじゃなしに、全般的にいろいろなものが

通じるのかということを聞きたいと思います。そして、１２の委託料、不動産鑑定委託料で

すね。これはどこを鑑定するのか。そして、第６次長期総合計画・第３次総合戦略策定業務

委託料を取っているんですけれども、非常に大きな額ですね。令和６年度でアンケート調査

業務委託料１００万円を計上して、住民からのアンケートを取っていると思います。私たち

の町をどのようにするのか、また、安全・安心なまちを住んでよかったまちにするために、

この計画は重要だと思うんですが、業者に丸投げするのではなく、住民のための計画づくり

をしていただきたいと思いますが、いかがですか。まず、その回答ください。それから、駅

前周辺整備工事設計業務委託料なんですけれども、これも駅前周辺整備の全体像が見えてこ

ないんですね。それで、毎年毎年、工事工事と出てくるんですけれども、やはり全体像があ

って工事を行うというのが本来ではないかなというような気がします。でないと、最終的に

ちぐはぐなものができるんじゃないかなというように思うんですけれども、そこら辺答弁を

願いたいと思います。そして、５２ページなんですけれども、直接これ予算とは関係ないん

ですけれども、その防災行政無線の放送がＡＩになって非常に、特に高齢者なんですけれど

も、聞き取りにくいという人が多いんですけれども、ここら辺改善はできないのかですね。

それとそのマイク放送の分についても、適切な文でない放送もあります。町民全体の人が聞

いているので、きちんとした文言で放送すべきと私は考えるのですが、どうですか。私たち

が職員時代には、小学生でもわかる文でと言われました。そこら辺、今現在、マイク放送す
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るときに、担当課長また総務課長が決裁をして、この文が本当にいいのかというのをチェッ

クされてるのか、そこら辺も聞かせてください。そして５４ページですね。じゅんかんバス

なんですけれども、よく車両点検のマイク放送が多いんですけれども、これは定期的に点検

をしなければならないのかということをお聞きしたいと思います。もうこれは予算にないん

ですけれども、町民から坂野病院から帰る昼の時間帯、車両がないというような話もありま

す。せっかくよいものをつくってもですね、そういう配慮に欠けていたなら何にもならない

と思うんですけれども、そこら辺をどうしていくのかということを聞かせていただきたいと

思います。そして５５ページ、備品購入費、自動運転車両１台購入ということになってます

けれども、やはり毎日走って消耗が早いから１台購入するのか、そこら辺も聞きたいと思い

ます。そして５７ページ、委託料ですね。下から２段目、ふるさと納税事務委託料６，２４

７万円、これ前年度と同じ金額じゃないかなと思うんですけれども、冒頭、入のほうで５０

０万円ふるさと納税寄附金が上がるということなのに、歳出では同じ、これはどういうこと

なのか聞きたいと思います。そして５９ページ、ブルーム旅費助成ですね。これは前回、私

やはり行きたい人に、行きたい人全員に行かしてあげてほしいという一般質問をさせていた

だいて、ほんで町長は、できるだけそういうふうにしていきたいということの答弁をいただ

いたと思うんですけれども、今回の予算計上は、前年並みの予算計上になってるんですけれ

ども、そこら辺の計上の仕方がどうなのかということをお聞きしたいと思います。そして６

０ページなんですけれども、これも予算とは関係ないんですけど集会所のところで、平見の

集会所、以前にも質問させていただきましたけれども、やはり平見の集会所が相当傷んでる

と、利用されてる方も新しいのを建ててほしいなという話が結構あります。そこら辺で、財

政的にいろいろな問題もあるんでしょうけれども、やはり計画を立てて集会所をやっぱりも

う改築なのか、改築でしょうね、していくというような考え方も、今後持っていくべきだと

思うんですけれども、そこら辺も答弁を願います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  私のほうから４９ページ、紀勢本線活性化推進事業こども交通系ＩＣカードの件ですけど

も、海野議員さんご指摘ありましたような、Ｓｕｉｃａのようにですね、ＩＣＯＣＡにつき

ましても、その改札でかざしていただくと改札が開くような仕組みになっております。こち

らＳｕｉｃａが関西圏で使えるように、同様にＩＣＯＣＡも東京で使えたりしますので、こ

ちらの小学校１年生から６年生までが対象となっているカードとなってございます。続きま

して、不動産鑑定委託料でございます。５２万３，０００円、こちらのどこの鑑定を行うの

かということでございますけども、大字森浦字寺ノ下、地蔵院の付近の土地、宅地一筆と農
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地一筆計２筆でございます。続きまして、第６次長期総合計画の住民のための計画づくりを

してほしいということでございました。こちらにつきましては、年度が明けましたら、審議

会のほうを設置いたしまして、委員さんに例えば区長会の会長さんであったりとか、広く区

から代表されている方ですので、そういうところで意見のほうを聴取していきたいと考えて

おります。続きまして、駅前周辺整備工事設計業務委託料の全体像が見えてこないというと

ころのご指摘でした。こちら、以前森岡議員さんからもご指摘あったと思うんですけども、

今現在、道路の設計業務の中でパース図のほうを作成しておる最中でございますので、また

それができあがりましたら議員の皆様にご提示できればと考えております。続きまして、５

４ページのじゅんかんバス運行費です。車両整備のためという放送があるということで、実

際、車両整備しているのかというご指摘もあろうかと思いますけども、当該自動運転車両の

カートにつきましては、半年に１回車両点検のほうを実施しているような状況でございます。

その他、大体半年スパンぐらいでバッテリーが上がってしまうような事象も複数発生してご

ざいますので、その際には点検のため自動車屋さん来てもらって整備していただく必要があ

りますので、運休という扱いがございます。ご指摘のあった坂野医院さんの時刻表の改正の

件なんですけど、申し訳ございません、今現在、時刻表案のほうですね、今検討中でござい

ますので、しばらく時間のほういただけますと幸いでございます。続きまして、１７の備品

購入費なんですけども、こちらなぜ備品を車両を追加で購入するのかということなんですけ

ども、実は令和６年の１０月１８日の金曜日の日なんですけども、白馬村にちょうど我々議

員の皆さんと私、執行さんと視察、随行で行ってましたけども、このバス乗ってる夕方、運

転手さんから連絡ありまして、社会福祉協議会の坂道の下の付近で、単独でちょっと事故が

発生しました。それによって車体のフレームが曲がったということで、こちら普通の自動車

のように板金屋さんでフレームを引っ張って直すということができない車両になってますの

で、全損扱いということで本来５台もともとあって、４台で運行して１台予備車両というこ

とだったんですけど、今予備がない状態になってしまってますので、こちらを予備の車両を

１台購入させていただきたいと考えているところです。続いて、ふるさと納税の委託料でご

ざいます。６，２４７万円、昨年度と同額の予算になっているではないかというご指摘なん

ですけども、昨年度は歳入と歳出で出のほうが寄附が来たときに多めに取ってるということ

で、予算補正、補正になってしまうんで多めに取っているということだったんですけど、今

回実績に合わせて出のほうを取らせていただいているような状況になってございます。私の

ほうからは以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 
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  私のほうからは、４３ページのストレスチェックの減の理由でございます。こちらすいま

せん、前年度積算の中に、産業医にお願いする項目、相談なんですけども、そのメニューが

含まれてました。今もう産業医さん任用させてもらってますので不用ということで減額させ

てもらいました。あとマイク放送のお話ですけど、そういうお声があるというのは承知して

おります。地理的状況とか、ちょっと山で反響してとか、そういう聞こえにくい、聞き取り

にくいという話とか、そもそもあの機械音があわんと言うんですかね。そういうお声がある

っていうのは承知しております。全員が全員に聞き取れるようなやつが一番理想なんですけ

ども、なかなか現実問題難しいところあります。それ以外の方法として戸別受信機というも

のもご用意して貸し出せるようにしてますので、そういったものをちょっと活用していただ

きながら、放送聞いてもらえたらありがたいと思っております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  先ほど、放送内容にちょっと不適切なとこがあるという指摘がありまして、総務課長チェ

ックしてるのかという話だったんですけど、当然ながら決裁のほうはしております。その決

裁ないときにも正直なところ直している部分はかなりあります。その中で、ちょっと分かり

やすい文章というのをもう以前から私も上司のほうから言われてしてきたものですから、で

きるだけ分かりやすい文章という形でやってるんですけども、ちょっとその辺抜けてる部分

も正直あったのかなと思いますので、今後は気をつけてまた見ていきたいと思います。あと、

５９ページのブルームの派遣の件で、予算一緒じゃないかということなんですけど、来年度

につきましては中学３年生が生徒数が少ないということで、同じ額６名分いうふうに計上し

ております。先々については、今後考えていきたいなと思いますけども、いろいろ費用面に

ついては、ちょっといろいろあるのかな、随行であるとか、あとその辺にあると思うんです

けど、その辺については、またそれも含めまして総合的に考えていきたいと思います。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  私からは６０ページ、平見集会所の件ですけども、老朽化ということで、担当課も把握し

ておるんですけども、今となれば平見地区にやっぱり人口の約４８％ぐらいが密集して来て

るということで、前も上司と検討したんですけども、そもそも今のキャパでいいのかとか、

この車社会であそこ駐車場のスペースもないし、そのときも検討しましたけども、建て替え

に含めていろいろな過疎債であるとか、そういう使ったほうが有利じゃないかとかというの
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もあって、今後そういうものも含めて、場所自体があそこでいいのか、容量自体がああいう

ものでいいのかというのを含めて、ちょっと慎重に検討していきたいと思っております。以

上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  私も職員だったんで、検討とかいろいろ検討することもあると思うんですけど、やはり本

当に必要であれば、きちんと対応してやっていただきたいなというように思います。まず、

総務課長のほうからありましたブルームの件、昨年度、一般質問もしましたけど、それ以降

もやはり昨年度行かれた子供たちの話を聞くと、行けなかった子はどうしても行きたかった

というような話もあって、なかなかその行ってきた子が行けなかった子の前でいろいろな話

ができないよというようなこともありました。だから、やっぱりお金とか財政面もあるんで

すけれども、それの費用というのは大した費用じゃ僕はないと思うんですね。子供、今町が

進めている子育て支援いっぱい、教育委員会で無償化、無償化とやってる中で、そういうこ

とはごく一部、金額の話はごく一部であって、やはり必要であれば行かせてやってほしいと

いうように思います。また、いろいろな面で本当にその集会所も住民、平見の人、特に利用

している方は、本当にはよ建て替えてほしいなというような話もあります。そこら辺で、町

長の考え方をちょっとここで、一般質問じゃないんですけど聞かせください。 

○議長（福田忠由君） 

  三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  一般質問を受けて、私自身はできるだけこれまで行けない人たくさんあって、いろんなト

ラブルがあったことも事実です。できるだけ、可能な限り子供の分については出してやりた

いなという気持ちは変わっておりません。ただ、そういうことで出してやったらいいんじゃ

ないかという、問題点があるのかということを精査しましたら、向こうの受入れもかなりの

人数が来られたら困るという、前は家で泊まってたんですけども、泊まれないとか、そうい

う家で泊める人が少なくなったんで、ちょうどシーズンにホテルと合致するんで、そういう

問題もあって精査しているところなんですが、我々が掲げるできるだけ中学生まではお金の

かからないようにしようということは事実なんで、可能な限り子供たちには行ける人は全員

行かせるように予算についても今後努力いたしますので、そのようにご理解していただけれ

ばよろしいかなと思ってます。 

○議長（福田忠由君） 

  答弁漏れないですか。ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 
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○２番（森岡茂夫君） 

  ４９ページのこども交通系ＩＣカード、もう１回、和田さんお答えください。私が言って

るのは、ＩＣカードを配ることに反対してるんではないですね。やっぱり物の提供と一緒に

列車に乗りたいなという、何かそういうソフトのインセンティブをみんなで知恵を絞らない

と、誰か子供がこれ漁会でお菓子が買えたよと１人が体験談を言えば、そっちのほうに広が

ってしまう可能性あります。大事な税金ですから、そうではなくてこれは電車に乗る、みん

なで乗らないともしかしたら電車がなくなっちゃうかもしれないんだよということが、やっ

ぱりきちっと伝わってほしいなと思って、そういう対策を考えてますかという質問でした。

それから、同じ４９ページの公有財産、これ平見１号線のちょうど谷のところですね。かつ

てあそこの用水路が氾濫してごんじやの辺りまで、私の実家も含めて浸水してしまったこと

があるんですが、私はあの谷は、やはり平見地区の雨水があの用水路に流れてくる、相当パ

ーセンテージが大きいと思ってます。だから、あの谷にですね、やはり遊水池が必要ではな

いかと思っております。だから、今回は先ほどの答弁では、道路拡張のためというふうに聞

こえたんですが、私は以前から提案している、いわゆる内水氾濫を防ぐための都市計画にも

今回用地買収ができたんであれば、検討していただきたいと思いますが、その答弁をお願い

します。それから、５９ページの地域安全対策の防犯カメラのリース料が前年に比べると相

当増額になってますが、この理由について教えてください。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  和田総務課主査。 

○総務課主査（和田正希君） 

  私のほうが森岡議員さんの質問の趣旨を取り違えておりました、申し訳ございません。お

っしゃるとおり、交通系ＩＣカードであればキャッシュレス決済のできる、例えば漁協スー

パーもそうですし、コンビニもそうですし、そこで使えてしまうことになりますので、そち

らについては、この事業を学校、また教育委員会を通じて周知する際には、電車の利用のた

めにきちんと皆さん適切に使いましょうというようなアナウンスを実施していきたいと思い

ます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  由谷総務課長。 

○総務課長（由谷陽久君） 

  私のほうからは、５９ページの１４目の地域安全対策費の防犯カメラのリース料が値上が

りしてるんじゃないかということなんですけど、これにつきましては設置箇所が年々設置し

て増やしておりますので、その分増額となっております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 
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  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  私のほうから４９ページの公有財産購入費のところなんですけども、先ほど議員さんおっ

しゃられたように、あそこの谷、排水路があふれてということは経験しておりますが、その

際、周りの木々がですね、よく杉の枝が結構詰まってた、そういうことがありまして、その

後対応、下流のほうで対応させてもらってます。それ以後、定期的に管理しておるんですけ

ども、また、水路の上のほうに減勢桝みたいな石を詰めて、そういったものもありまして、

そちらの適正な管理を進めながら、また道路をやるときにはもう一度その排水の関係も見直

させていただいて、今のところ現状で管理をしていきたいなと思っておりますが、工事の際

は、その辺の整備もあわせて進めさせていただきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  井上さん、あそこの平見１号線の下の谷ですね、私これ、太地にとっての防災計画の肝に

なると思っております。減勢桝がありますね、道路拡張になると減勢桝、恐らくいじらざる

を得ないと思うんですね。だから、しっかりやっぱり計画を立てて、これはやっぱり太地の

都市計画の一番の肝にあたる部分だと思います。いわゆる無計画に家が増えていった平見、

道路も狭い、それから一番大きな排水問題ですね。今回、目的は道路拡張なんですが、やっ

ぱりもっと大きな視野に立って、平見の排水計画だとかそういったこと、先ほど道路の拡張

のことも、町道の４メートルのことを言いました。どうせ税金をつぎ込むときには、道路と

いうのは４メートルがなきゃいけないんだという周知徹底をやはりしながら、都市計画は進

めていくべきだと思っております。もう一度答弁お願いします。 

○議長（福田忠由君） 

  井上産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（井上正哉君） 

  議員さんおっしゃられたように、そういったとこ念頭に置きながら都市計画のほうも見直

して、また進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １点だけ、会計年度職員の上昇がこれ４３万円とか言うて答弁もうたんですけど、この予

算書の中で、この会計年度の上昇した金額というのは、全体でどのぐらいあるのか。明日で

ええんで、明日の最初にそれちょっと答弁してほしいんですけど、１点だけそれお願いして
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おきます。大丈夫。わかる。わかるんやったら。ほたら、わかるんやったら言うて。 

○議長（福田忠由君） 

  森本総務課副課長。 

○総務課副課長（森本直樹君） 

  全体額ですけども、一般会計の予算ベースでありますと２，８７２万２，０００円、これ

は、給与費の額です。その他共済費もありますので、それも合わせますと、３，２５０万６，

０００円、これは一応一般会計ということで６６人分となります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  総務費について終わります。お諮りします。本日の会議はこれで延会したいと思います。

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

                                           

△延  会 

○議長（福田忠由君） 

  本日はこれで延会します。明日は午前９時より再開いたします。 

 

延会 午後４時４０分 
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